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本
町
は
、
第
4
次
総
合
計
画
を
基
本
に
、

こ
の
２１
世
紀
を
展
望
し
、
「
夢
の
あ
る
住
み

よ
い
幸
田
、
心
の
か
よ
う
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。�

　
平
成
１３
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
で
き
る
限
り
現
行
の
行

政
水
準
を
保
ち
つ
つ
、
徹
底
し
た
事
務
事
業

の
見
直
し
や
経
費
の
節
減
を
図
り
、
各
公
共

施
設
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
と
社
会
資

本
の
充
実
や
介
護
保
険
制
度
を
始
め
と
す
る

福
祉
や
教
育
の
進
展
に
重
点
を
置
き
、
こ
れ

ま
で
に
い
た
だ
い
た
町
議
会
各
会
派
や
諸
団

体
、
町
民
各
位
か
ら
の
数
多
く
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
念
頭
に
お
き
、
可
能
な
限
り
対
応

し
、
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。�
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政
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針

施
政
方
針�

施
政
方
針�

施
策
の
大
要�

施
策
の
大
要�

平
成
１３
年
度
当
初
予
算
の
一
般
会
計
は
、�

１
１
０
億
４
 ２
８
０
万
円
。
�

可
能
な
限
り
の
予
算
編
成
。
�

、�

諸収入　8.8％�

繰入金　4.4％�

県支出金�
　　　3.2％�

教育費　14.3％�

土木費　13.9％�

総務費　11.1％�

公債費　10.9％�

衛生費　8.0％�

農林水産業費�
　　　6.9％�

消防費�
　4.3％�
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土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
で
す
。
本
町
で
は
5
地
区
の
区
画

整
理
事
業
が
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

整
備
中
の
横
落
郷
前
地
区
に
つ
い
て
も
、

平
成
１３
年
度
事
業
完
了
の
め
ど
が
立
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
大
草
山
添
地
区
も
造
成
工

事
が
概
ね
完
了
し
、
換
地
の
手
続
き
を
進

め
て
い
く
状
況
で
す
。
引
き
続
き
、
総
合

的
な
市
街
地
形
成
及
び
良
好
な
住
環
境
に

寄
与
す
る
た
め
、
技
術
的
な
援
助
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
�

���　
町
の
顔
で
あ
り
、
玄
関
口
で
も
あ
る
幸
田

駅
前
地
区
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
整
備
と
商

業
活
性
化
の
一
体
的
推
進
を
目
指
す
中
心
市

街
地
活
性
化
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
事
業
化
に
向
け
て

調
査
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
相
見
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
１０
月
に

市
街
化
区
域
が
拡
大
さ
れ
、
工
事
着
手
に
向

け
調
査
業
務
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
１３
年
度
に
は
本
格
的
な
工
事
実
施
を

目
指
し
、
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
鉄
道
事
業

者
と
の
基
本
方
針
締
結
に
向
け
た
条
件
整

備
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

���　
町
民
の
生
活
に
最
も
関
連
す
る
道
路
整
備

な
ど
の
社
会
資
本
の
充
実
は
、
町
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
国
道

2
4
8
号
全
線
4
車
線
化
の
早
期
完
了
は
も

と
よ
り
、
名
豊
道
路
の
早
期
完
了
、
県
道
主

要
幹
線
の
整
備
促
進
を
関
係
機
関
に
強
く
働

き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

岩
堀
線
な
ど
の
都
市
計
画
道
路
の
計
画
的
な

整
備
並
び
に
永
野
菱
池
1
号
線
な
ど
の
町

道
の
改
良
や
集
落
内
道
路
の
舗
装
及
び
側

溝
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。�

施
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方
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施
政
方
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施
策
の
大
要

施
策
の
大
要�
施
策
の
大
要

施
策
の
大
要�
施
策
の
大
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安
全
で
快
適
な
ま
ち
に�

安
全
で
快
適
な
ま
ち
に�

【
都
市
基
盤
と
住
環
境
の
整
備
】�

●
総
合
的
な
市
街
地
形
成
を�

●
相
見
地
区
の�

　
本
格
的
な
工
事
実
施
を
目
指
し
て�

●
国
道
２�
４�
８
号
全
線
４
車
線
化
の�

　
早
期
完
了
を�

主要新規事業�（単位：千円）�
①幸田中央公園整備　　　　　　　　　　　　１１６，４８８�
　平成１２年度に土地取得特別会計で購入した用地の整
　備工事関連経費など�
②（仮称）里コミュニティセンター建設　　　　　４４，８５９�
　里区のコミュニティセンター建設経費など�
③住基ネットワークシステム改修　　　　　　　２６，１６４�
　住基のネットワークを結ぶことにより、全国どこの市
　町村でも住民票などを交付できるようにするためのもの。�
④生ごみ堆肥化事業　　　　　　　　　　　　　２１，４８５�
　循環型社会を目指すための事業で、３地区分の生ごみ
　処理機購入と、畜ふんと町内公共施設の生ごみの堆肥
　化実験経費�
⑤消防ポンプ自動車購入　　　　　　　　　　　１３，８７０�
　消防団消防ポンプ自動車を１台購入�
⑥ＩＴ講習実施　　　　　　　　　　　　　　　 １３，８６８�
　県内在住の２０歳以上のかたを対象とした初心者向けの
　パソコン講習関係経費�

主な事業予算�（単位：千円）�
安全で快適なまちに�
【道路橋梁新設改良・整備事業】永野菱池１号線、岩堀
　線ほか、中吉橋修繕など　　　　　　　　　 ２９３，７００�
【下水道事業】中部第１～４・相見・南部処理分区、上
　六栗地区整備、各地区維持管理など　　　 １，５４９，３３８�
【土地区画整理関連事業】大草山添・相見特定土地区画
　整理組合補助、駅前再開発など　　　　　　 １３９，８８８�
【都市公園整備事業】幸田中央公園整備、幸田公園用地
　購入など　　　　　　　　　　　　　　　　 １３８，６３０�
�
保健と福祉で支えるまちに�
【福祉医療事業】乳幼児・身障者・母子家庭医療の扶助
　など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３２，１８６�
【住民広場等設置整備事業】住民広場維持管理、（仮称）
　鷲田住民広場整備　　　　　　　　　　　　　２２，１６３�
【保育園施設整備事業】菱池保育園改築（基本・実施
　設計、地質　調査）、各保育園施設整備　　　　２２，７００�
�
活気ある明日のまちに�
【農業振興事業】産業まつり、畜産環境保全など　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３３，２１５�
【農村振興総合整備事業】農村振興総合整備実施計画作
　成など　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０，７０３�
�
交流と創意の教育文化のまちに�
【国際化推進事業】外国人英語講師（２人）、中学生海外
　研修など　　　　　　　　　　　　　　　　　１９，０８７�
【学校教育推進事業】地域に根ざした学校づくり、情報
　教育アドバイザー、心の教室相談員活用など　　９，５８０�
【高度情報化推進事業】ＩＴ講習関連、テレトピア構想、
　インターネット利用など　　　　　　　　　　 ３４，２７２�
�
人と自然にやさしい共生のまちに�
【環境衛生関連事業】環境基本計画等策定、一般廃棄物
　最終処分　場候補地選定調査など　　　　　　　４２，０５０�
【ごみ等収集処理事業】不・可燃ごみ等収集処理、分別
　収集など　　　　　　　　　　　　　　　　 ４５８，３５５�
�
責任と信頼のあるまちに�
【コミュニティ推進事業】（仮称）里コミュニティセンター
　建設、　コミュニティ活動補助など　　　　　　　５６，７９５�
【戸籍住民基本台帳整備事業】戸籍電算化、住基ネット
　ワークシステム改修など　　　　　　　　　　 ４５，１８８�
�

諸収入　8.8％�

繰入金　4.4％�

県支出金�
　　　3.2％�

教育費　14.3％�

土木費　13.9％�

総務費　11.1％�

公債費　10.9％�

衛生費　8.0％�

農林水産業費�
　　　6.9％�

消防費�
　4.3％�

１�
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施
政
方
針�

施
政
方
針�

施
策
の
大
要�

施
策
の
大
要�

●
総
合
的
な
公
園
と
し
て
整
備�

●
情
報
通
信
基
盤
の
整
備�

●
下
水
道
接
続
率
の
向
上
を�

●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も�

　
お
い
し
い
水
を�

保
健
と
福
祉
で
　
　
　
　�

　
　
　
支
え
る
ま
ち
に�

保
健
と
福
祉
で
　
　
　
　�

　
　
　
支
え
る
ま
ち
に�

【
健
康
の
増
進
・
福
祉
の
充
実
】�

●
生
涯
健
康
管
理
体
制
を
確
立�

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
充
実�

���　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
生
活

に
直
結
す
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
低
廉
か
つ
安
全

で
お
い
し
い
水
」
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
企
業
経
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。�

��������　
下
水
道
整
備
は
、
本
町
の
最
重
点
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
環
境
保
全
と
良
好
な
住
環
境

を
確
保
す
る
う
え
で
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
流
域
関
連
公

共
下
水
道
が
4
月
か
ら
中
部
処
理
分
区
で
一

部
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
の
で
、
宅
内
接
続

の
啓
発
を
行
い
、
接
続
率
向
上
に
努
め
て
い

く
と
と
も
に
、
未
供
用
地
区
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
単
独
公
共
下
水
道
の

南
部
処
理
分
区
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
周
辺

集
落
区
域
の
整
備
に
も
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

１２
地
区
が
整
備
完
了
と
な
り
、
残
す
と
こ
ろ

上
六
栗
地
区
の
み
と
な
り
ま
す
。
供
用
開

始
地
区
の
１２
地
区
に
つ
い
て
は
、
宅
内
接
続

の
啓
発
を
積
極
的
に
行
い
、
接
続
率
向
上
に

努
め
、
処
理
場
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
中
小
河
川
及
び
農
業

用
水
の
水
質
保
全
や
生
活
水
準
の
向
上
に
鋭

意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。�

��　
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
に
は
、
親
し
み
や
す
く
、
自
然
と
遊

べ
る
公
園
や
緑
地
の
整
備
と
再
編
が
必
要
で

す
。�

　
幸
田
中
央
公
園
に
つ
い
て
は
、
人
が
集
う

交
流
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
総
合
的
な

公
園
要
件
を
備
え
つ
つ
、
防
災
公
園
と
し
て

の
位
置
付
け
を
持
た
せ
な
が
ら
、
順
次
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

��　
高
度
情
報
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
本
年
1
月
6
日
に
施
行
さ

れ
た
「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

形
成
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
公
共
分
野
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
及
び
質
の
向
上

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

役
場
庁
舎
や
小
中
学
校
内
に
お
け
る
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
と
し
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
検
討
の
た
め
に
、
テ
レ
ト
ピ
ア
構

想
の
策
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

������　
健
康
づ
く
り
に
は
、
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
自
己
管
理
の
意
識
を

持
つ
こ
と
が
基
本
で
す
。
町
と
し
て
も
、
町

民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
健
康
教
室
・
体
操
教
室

な
ど
の
事
業
で
、
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高

揚
・
啓
発
を
図
り
、
「
健
康
の
町
」
に
ふ
さ

わ
し
い
、
地
域
住
民
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
の
事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、

各
種
健
診
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
整

備
を
進
め
、
生
涯
健
康
管
理
体
制
の
確
立

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

��　
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

の
町
民
が
長
寿
の
喜
び
を
享
受
し
、
い
き
い

き
と
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12

民 生 費 �
教 育 費 �
土 木 費 �
総 務 費 �
公 債 費 �
衛 生 費 �
農林水産業�
消 防 費 �
商 工 費 �
議 会 費 �
労 働 費 �
そ の ほ か �

85,079円�
47,655円�
46,200円�
37,061円�
36,215円�
26,570円�
23,065円�
14,381円�
4,502円�
4,724円�
1,192円�
6,169円�

※矢印は昨年度の金額との比較 �

�

　平成13年度予算を一人当たりに換算すると…�
　332,815円（平成13年度3月1日現在）�
　※平成12年度は　321,092円�
�

２�

３�

ハッピネス・ヒル・幸田ホームページ�ハッピネス・ヒル・幸田ホームページ�

幸田町ホームページ� http://www.town.kota.aichi.jp
http://www.happiness.kota.aichi.jpハッピネス・ヒル・幸田ホームページ�

老人福祉センター陶芸教室から�

わくわくあそびランドから�

つ
ど�
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施
政
方
針�

施
政
方
針�

施
策
の
大
要�

施
策
の
大
要�

●
健
康
保
持
増
進
と�

　
　
　
　
　
　
医
療
給
付
を
拡
大�

●
子
育
て
支
援
と�

　
　
　
心
の
か
よ
う
障
害
者
福
祉
を�

う
、
幸
田
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
を
基
本
と
し
た
、
人

生
８０
年
代
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
あ
る
長
寿
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
昨
年
の
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
、
地
域
の

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
供
給
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
介
護
を
受

け
ら
れ
る
人
が
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

家
庭
や
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
介
護
保
険
の
対
象
か
ら
外
れ
た
高
齢
者
に

は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
従
来

の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
新
た
に
痴
呆
予
防
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
、
介
護
予
防
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
が
き
め
細
か
く
受
け
ら
れ
る
体
制

に
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

施
設
と
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
密
に
し
、
福
祉

事
業
全
般
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。�

���　
児
童
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
核
家
族
化
・

少
子
化
・
女
性
の
就
労
形
態
の
変
容
か
ら
、

多
種
多
様
の
保
育
ニ
ー
ズ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
１２
年
度
に
策
定
し
た

児
童
育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）
に
基

づ
き
、
行
政
と
地
域
、
家
庭
が
連
携
・
協
力

し
、
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
4
月
か
ら
上
六
栗
保
育

園
で
も
乳
児
保
育
を
実
施
し
ま
す
。�

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

核
家
族
化
・
少
子
化
な
ど
が
進
む
中
で
、
ま

す
ま
す
そ
の
役
割
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
支
援
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
障
害
者
対
策
で
は
、
幸
田
町
障
害
者
計

画
を
基
本
と
し
て
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を

促
進
し
、
「
つ
ど
い
の
家
」
を
拠
点
施
設
と

し
た
在
宅
障
害
者
へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

日
常
生
活
用
具
の
支
給
な
ど
福
祉
の
充
実
を

図
り
、
心
の
か
よ
う
障
害
者
福
祉
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。�

���　
福
祉
医
療
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
・
母
子
・

父
子
・
障
害
者
・
乳
幼
児
な
ど
へ
福
祉
医
療

に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
健
康
保
持
増
進
と
適

切
な
医
療
給
付
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

受
給
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
各
種
医
療
給
付
制
度
の
普
及
と

効
果
的
運
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

平
成
１３
年
度
か
ら
乳
幼
児
の
入
院
医
療
に
つ

い
て
は
、
1
歳
拡
大
し
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。�

　
総
合
的
な
医
療
施
設
は
、
将
来
的
に
必

要
で
す
の
で
、
医
療
施
設
等
整
備
基
金
の
積

み
立
て
を
引
き
続
き
行
い
、
誘
致
ま
た
は
建

設
に
向
け
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

　
町
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
に
、
国
保
事
業
は
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
国
保
事
業
に
つ
い
て
は
、

急
速
な
高
齢
化
、
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど

に
よ
る
医
療
費
の
増
加
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、

事
業
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
な
ど
に
よ
り
、

い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
財
政
基
盤
の
安
定
・
強
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
費
助
成
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
負
担
増
を

極
力
抑
え
る
な
ど
、
町
民
福
祉
の
増
進
に
応

え
て
い
き
ま
す
。�

【イミデス】�

４� ハッピネス・ヒル・幸田ホームページ�

老人福祉センター陶芸教室から�老人福祉センター陶芸教室から�

①換地：従前からあった土地を新しい土地とするために、地番や形・面積を変更
　すること。�
②ＬＡＮ：同一建物内、同一敷地内、学校のキャンパス内など、比較的狭い範囲
　内でのコンピュータネットワークのこと。�
③テレトピア構想：ケーブルテレビ、データ通信などの情報通信メディアを活用
　して、地域の情報化を促進し、地域社会の活性化を図るための計画。�
④在宅介護支援センター：在宅老人の実態を調査し、その人にあったサービスの
　紹介、介護に関する相談、福祉用具の展示を行っている施設。平成１３年度か
　らは、介護予防プランの作成も行う。�わくわくあそびランドから�わくわくあそびランドから�

ち
ほ
う
�

広報こうた●２００１（H１３）.４.１５



平成13年度　施政方針と予算�特集�特集�

施
政
方
針�

施
政
方
針�

施
策
の
大
要�

施
策
の
大
要�

●
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と�

　
担
い
手
の
育
成
、�

　
高
齢
化
に
対
応
し
た
体
制
の
確
立�

●
自
然
と
の
調
和
の
と
れ
た�

　
観
光
資
源
の
発
掘�

●
活
力
あ
る
勤
労
者
の
育
成
を�

●
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る�

　
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実�
�

　

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
景
気
停
滞

に
よ
る
需
要
の
低
迷
、
安
い
輸
入
農
産
物

の
増
大
な
ど
、
生
産
者
に
と
っ
て
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
食
物
の
安
全

性
、
食
糧
自
給
率
の
低
下
、
環
境
保
全
面

に
お
け
る
公
益
性
な
ど
、
消
費
者
の
国
内

農
業
と
農
産
物
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
昨
年
の
7
月
に
は
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
農
政

改
革
の
方
向
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
農
業
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
や
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
そ
の
計
画
の
下
に
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
と
担
い
手
の
育
成
、
高
齢
化
に
対
応

し
た
生
産
体
制
の
確
立
、
更
に
は
、
農
業

経
営
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
展

開
を
、
町
・
生
産
者
・
農
協
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。�

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
県
営
ほ
場
整

備
が
残
す
と
こ
ろ
2
地
区
と
な
り
、
事
業

完
結
に
向
け
て
指
導
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
村
集
落
の
環
境
整
備
の
た
め
、

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
を
推
進
し
、
住

み
よ
い
農
住
環
境
の
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
菱
池
遊
水
地
建
設
計
画
と
併
せ
、

菱
池
開
墾
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
は
観
光
・

森
林
浴
・
健
康
増
進
・
治
山
治
水
な
ど
公

益
的
機
能
の
観
点
か
ら
町
民
の
関
心
は
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
林
道
開
設
改
良
整
備
・
造

林
補
助
・
緑
化
推
進
な
ど
の
施
策
を
積
極

的
に
展
開
し
、
適
切
な
森
林
整
備
や
シ
イ

タ
ケ
な
ど
の
林
業
生
産
物
の
振
興
を
進
め

て
い
き
ま
す
。�

　
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
環
境

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
「
家
畜
排
泄
物

の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
の
適
正
管
理

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

循
環
型
環
境
保
全
農
業
の
一
端
を
担
う
良
質

な
堆
肥
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
生
ご

み
の
堆
肥
化
を
視
野
に
入
れ
た
堆
肥
流
通

の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

��　
　
�

　
商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
長

引
く
不
況
、
大
型
店
進
出
な
ど
に
よ
り
、
町

内
の
商
店
は
大
変
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
し
い

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
に
向
け
、
商

工
会
と
連
携
を
取
り
、
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
景
気
対
策
と
し
て
、
商

工
業
振
興
資
金
原
資
金
の
金
融
機
関
預
託

や
信
用
保
証
料
補
助
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
ま
す
。
特
に
、
幸
田
駅
前
に
つ
い
て
は
、

商
業
の
発
展
と
拡
大
強
化
を
図
る
べ
く
、
商

業
関
連
施
設
の
整
備
改
善
を
検
討
し
、
商
工

会
が
策
定
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
に
基
づ
く
、
活

性
化
事
業
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

　
工
業
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
産
業
構
造
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。
そ
し
て
、
新
し
い
成
長
産
業
の
誘
致

に
努
め
る
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
工
業
団
地
候
補
地
の
調
査
選
定

を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

���　
観
光
面
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
観
光
が
見

直
さ
れ
て
い
る
今
日
、
観
光
客
へ
の
き
め
細

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

誘
客
と
施
設
の
利
用
促
進
を
図
り
、
家
族

参
加
型
の
自
然
と
の
調
和
の
と
れ
た
観
光

資
源
の
発
掘
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

��　
労
働
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
勤
労
者

の
趣
味
や
関
心
は
多
様
化
し
、
職
場
外
で
の

生
き
が
い
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
活

力
あ
る
勤
労
者
の
育
成
の
た
め
、
地
域
活
動

な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。�

　
ま
た
、
勤
労
者
向
け
の
生
活
資
金
の
継
続

や
勤
労
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
利
用
し

や
す
い
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
景
気
低
迷

に
よ
る
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、
最
終

年
度
と
な
る
国
の
緊
急
地
域
雇
用
特
別
基

金
事
業
に
よ
り
、
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

【イミデス】�

活
気
あ
る
明
日
の
ま
ち
に�

活
気
あ
る
明
日
の
ま
ち
に�

【
産
業
振
興
】�

５�

７�

8

⑤地域農業マスタープラン：本町の農業が魅力とやりがいがある職業となるよう
　に、将来（おおむね１０年後）の農業経営の発展の目標を明らかにし、効率的
　かつ安定的な農業経営を育成することを示したプラン。�
⑥ほ場整備：機械化による、効率的な農作業ができるように、農地を大規模・整
　形化したり、用排水路の整備を行い、農地を多目的に利用し、収益性を高くす
　るための事業。�
⑦農村振興総合整備事業：地域振興の目標に応じて、農村生産基盤と農村の生活
　環境の総合的な整備を実施する事業。1地区5年間、１０億円程度。本町は、平
　成12年度基本計画、１３年度実施計画、１４年度から事業着手となる。�
⑧ＴＭＯ：中心市街地の商業地全体を一つのショッピングモールと見立て、まち
　づくりを総合的見地から運営・管理していく機関（幸田町商工会）のこと。�

６�

筆柿選果場風景�筆柿選果場風景�

夏休み子ども教室から�

ディスクゴルフ大会�

は
い
せ
つ
ぶ
つ
�

広報こうた●２００１（H１３）.４.１ ６



施
政
方
針�

施
政
方
針�

施
策
の
大
要�

施
策
の
大
要�

●
町
民
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る�

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り�

�

●
い
じ
め
問
題�

　
一
層
の
研
究
・
指
導
を
図
る�

●
充
実
し
た
施
設
運
営
を�

●
保
護
意
識
の
高
揚
を�

●
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進�

交
流
と
創
意
の
　
　
　
　�

　
教
育
文
化
の
ま
ち
に�

交
流
と
創
意
の
　
　
　
　�

　
教
育
文
化
の
ま
ち
に�

【
教
育
の
充
実
・
文
化
の
推
進
】�

������　
生
活
水
準
や
教
育
水
準
の
向
上
、
余
暇

時
間
の
増
大
な
ど
を
背
景
に
、
生
き
が
い
や

自
己
実
現
な
ど
、
人
間
性
豊
か
な
生
活
を

求
め
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
社
会
環
境
を
踏
ま
え
、
各
人
が
自
発
的

意
志
に
基
づ
い
て
学
習
活
動
が
展
開
で
き
る

よ
う
に
、
家
庭
教
育
学
級
・
シ
ル
バ
ー
ス
ク

ー
ル
・
公
開
講
座
な
ど
の
各
種
講
座
を
開
催

し
、
生
涯
学
習
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
彦
左
ま
つ
り
、

夏
ま
つ
り
、
産
業
ま
つ
り
、
凧
揚
げ
ま
つ
り

の
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
、
人
間
性
豊
か

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

��　
町
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
質
の
高
い
文
化
・

芸
術
を
町
民
と
共
に
ふ
れ
あ
い
を
深
め
つ
つ
、

楽
し
く
気
楽
な
親
し
み
や
す
い
運
営
が
で
き

る
よ
う
、
幸
田
町
文
化
振
興
協
会
と
一
丸
と

な
っ
て
企
画
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
情
報
に
対

し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学
習
を
援

助
し
て
い
く
た
め
、
常
に
新
し
い
情
報
の
収

集
・
発
信
の
場
と
し
て
、
開
か
れ
た
魅
力
あ

る
図
書
館
と
し
て
い
き
ま
す
。�

　
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
心
身
の
総
合

的
な
鍛
練
が
身
近
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
、

清
潔
で
安
全
な
施
設
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

��　
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
先
人
が
守
り

継
承
し
て
き
た
有
形
・
無
形
の
歴
史
文
化
の

保
存
や
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
保
護
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
努
め
て

い
き
ま
す
。�

��　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
住
民
相
互
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
「
心
と
体
の
健
康
」
に
寄
与
す

る
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
町
民

大
運
動
会
を
始
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
を
引
き
続
き
開
催
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
的
要
素
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。�

���　
学
校
は
、
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
場
で
す
。
平
成
１４
年
度
か
ら
完

全
週
5
日
制
が
実
施
さ
れ
る
中
、
各
学
校

と
創
意
工
夫
し
て
、
「
生
き
る
力
」
を
育
む

新
し
い
学
校
教
育
を
目
指
し
、
特
色
あ
る
教

育
や
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
と
し

て
、
家
庭
や
地
域
の
人
々
の
積
極
的
な
協
力

を
得
な
が
ら
、
各
学
校
の
伝
統
・
地
域
性
・

環
境
な
ど
の
特
殊
性
・
独
自
性
を
十
分
に
考

慮
し
た
「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
は
、
学
校
運

営
に
つ
い
て
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
促
進
す
る
た
め
、
学
校
評
議
員
を
設
置
し

推
進
し
て
い
き
ま
す
。�

　
情
報
化
教
育
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
育
へ
の
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
継
続
配
置

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
な
ど
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。�

　
児
童
生
徒
の
い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題
は

今
な
お
絶
た
れ
て
い
ま
せ
ん
。
「
幸
田
町
不

登
校
対
策
協
議
会
」
を
中
心
に
、
情
報
交

換
や
研
究
協
議
を
重
ね
、
引
き
続
き
、
心
の

教
室
相
談
員
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

活
用
し
、
よ
り
一
層
の
指
導
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。�

【イミデス】�

９�

筆柿選果場風景�

夏休み子ども教室から�夏休み子ども教室から�

ディスクゴルフ大会�ディスクゴルフ大会�
⑨学校評議員：校長の求めに応じて、教育方針に意見を述べたり、地域で体験活
　動をする際の橋渡し役。�

た
こ�
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平成13年度　施政方針と予算�特集�特集�

施
政
方
針�

施
政
方
針�

施
策
の
大
要�

施
策
の
大
要�

●
災
害
時
に
強
い�

　
新
総
合
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備�

●
森
林
の
育
成
や
治
山�

●
一
刻
も
早
く�

　
処
分
施
設
の
用
地
選
定
を�

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
　
　�

共
生
の
ま
ち
に�

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
　
　�

共
生
の
ま
ち
に�【

環
境
の
保
全
と
整
備
】�

【イミデス】�

１０�

１１�

不燃物処理場（逆川）�不燃物処理場（逆川）�

⑩新総合通信ネットワーク整備事業：現在の地上系防災行政無線に代わる、高度
　情報化並びに地震災害に強い衛星系無線機能を併せ持った無線通信網。�
⑪菱池遊水地：市街化の著しい上流域からの流出増に対処するための施設。洪水
　時、その水の一部を遊水地に貯留することにより、洪水のピーク流量をカット
　し、本川である広田川への影響を低減させる。現在坂崎に柳川遊水地がある。�
⑫情報公開（制度）：住民が知りたいとする情報は、個人情報などを除き、積極
　的に開示・公開していこうとする制度�
⑬男女共同参画型社会：男女が対等に社会のあらゆる活動に参画する機会を確保
　し、均等に利益を享受するとともに責任を担う社会。�

幸田彦左まつり�

　
な
お
、
副
読
本
公
費
購
入
、
私
立
学
校

等
教
育
振
興
へ
の
助
成
措
置
を
継
続
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
国
際
感
覚
を
醸
成
す
る
た
め
、
中

学
生
の
海
外
派
遣
事
業
継
続
や
外
国
人
英

語
講
師
の
1
人
増
員
を
行
い
、
更
に
充
実
を

図
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
化

に
対
す
る
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
貢
献
し
得
る
人
材
の
育
成
に
意
を
注

ぐ
も
の
で
す
。�

　
産
業
活
動
を
始
め
と
す
る
様
々
な
分
野
で

働
く
外
国
人
の
た
め
に
、
暮
ら
し
や
す
い
環

境
と
な
る
よ
う
、
幸
田
町
国
際
交
流
協
会
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の

国
際
化
へ
の
取
り
組
み
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
日
本
語
教
室
の
開
催
、
外
国
人
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
の
配
布
や
外
国
語
表
記
な
ど
の
公
的

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。�

　
　
�

������　
地
震
・
火
災
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
は
、

町
民
の
安
全
を
奪
う
最
大
の
要
因
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
三
河
地
震
の
教
訓
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験
を
踏
ま
え
防

災
体
制
の
再
構
築
が
急
務
で
す
。
昨
年
の

9
月
に
発
生
し
た
東
海
豪
雨
災
害
の
教
訓

を
生
か
し
、
今
後
研
究
を
重
ね
、
防
火
水
槽
・

消
火
栓
の
水
利
整
備
な
ど
、
防
災
体
制
の
強

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
度
情
報

通
信
社
会
に
対
応
し
た
無
線
網
の
構
築
の
た

め
、
防
災
情
報
を
一
元
化
し
、
災
害
時
に
強

い
新
総
合
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

��　
山
林
は
、
水
源
涵

養
・
治
水
・
大
気
浄

化
・
教
育
・
憩
の
場

な
ど
多
面
的
機
能
を

有
し
て
い
ま
す
。
治

山
対
策
と
し
て
、
松

く
い
虫
被
害
の
著
し

い
地
区
に
つ
い
て
は
、

樹
種
転
換
の
一
層
の
促
進
を
図
り
、
新
た
な

る
森
林
の
育
成
や
治
山
事
業
に
努
め
て
い
き

ま
す
。�

　
治
水
の
抜
本
的
対
策
は
広
田
川
の
改
修
に

あ
り
ま
す
が
、
菱
池
遊
水
地
に
つ
い
て
は
、

菱
池
開
墾
地
区
及
び
周
辺
地
区
整
備
と
併
せ
、

事
業
の
早
期
実
現
を
更
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
大
井
池
を
始
め
町
内
に
点

在
し
て
い
る
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
農
業
的

利
用
の
み
な
ら
ず
、
下
流
域
の
防
災
機
能
を

高
め
る
な
ど
、
多
面
的
利
用
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

���　
環
境
問
題
の
中
で
、
ご
み
問
題
は
深
刻
な

状
況
で
す
。
生
活
様
式
の
多
様
化
や
消
費

者
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
そ
の
排
出
量
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
及
び
施
設
整
備
が
早
急
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
排
出
さ
れ
る

ご
み
に
つ
い
て
も
、
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
へ
の
対
応
や
循
環
型
社

会
の
構
築
、
可
燃
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め

の
生
ご
み
堆
肥
化
、
更
に
は
分
別
収
集
品
目

を
拡
大
し
、
再
生
利
用
で
き
る
も
の
は
資
源

化
す
る
な
ど
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
循
環
型
社
会
を
構
築
し
て
い
く
も
の
で
す
。�

　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
等
整
備
に
つ
い

て
は
、
逆
川
に
あ
る
不
燃
物
処
理
場
が
老
朽

化
し
、
ま
た
、
埋
立
処
分
地
も
民
間
に
依

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
処
分
施
設
の
早
期

実
現
の
た
め
、
一
刻
も
早
く
用
地
選
定
に
向

け
、
こ
の
問
題
解
決
に
衆
知
を
集
め
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。�

　
公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
生
活
排
水

な
ど
に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
を
始
め
、
生

活
密
着
型
の
公
害
問
題
が
表
面
化
し
て
い
ま

す
。
水
質
汚
濁
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
や
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
よ
り
徐
々
に
改

善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
公
害
の
未
然
防
止

と
発
生
源
対
策
を
図
り
、
良
好
で
快
適
な

自
然
環
境
と
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
発
生
源
対
策
と
し
て
、

公
害
の
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
事
前
協
議
と
指
導
を
徹
底
し
て
行
い
、

公
害
防
止
協
定
の
締
結
・
遵
守
及
び
立
入

検
査
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
全
町
的
な
施
策
と
し
て
平
成
１３

年
度
か
ら
平
成
１４
年
度
に
か
け
て
環
境
基
本

計
画
の
策
定
を
行
い
、
地
球
温
暖
化
を
始
め

と
す
る
地
球
環
境
問
題
に
も
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。�

�
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施
政
方
針�

施
政
方
針�

施
策
の
大
要�

施
策
の
大
要�

●
心
の
和
む�

　「
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り�

●
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り�

責
任
と
信
頼
の
あ
る
ま
ち
に�

責
任
と
信
頼
の
あ
る
ま
ち
に�

【
安
全
な
生
活
】�

※�

問合せ　財政課財政係�

62　1111（内線313）�☎

１２�１３�

不燃物処理場（逆川）�

幸田彦左まつり�幸田彦左まつり�

�����　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
趣
旨
は
、
町
民
が
地

域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
自
覚
と
責
任

を
持
ち
、
郷
土
愛
の
醸
成
や
連
帯
意
識
の
高

揚
な
ど
に
よ
り
、
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。
ふ
れ
あ
い
溢
れ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動

の
助
成
や
、
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
幸
田
彦
左
ま
つ

り
へ
の
参
加
な
ど
地
域
が
一つ
に
な
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
じ
、
心
の
和
む
「
ふ
る

さ
と
」
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
の

施
設
と
し
て
、（
仮
称
）
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
建
設
を
し
て
い
き
ま
す
。�

　
消
防
救
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
層
ビ
ル

の
増
加
や
国
県
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
災

害
の
複
雑
多
様
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
救

急
救
命
士
の
養
成
を
は
じ
め
、
消
防
職
員
の

技
術
や
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
町

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
使
命
を
全

う
す
べ
く
全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。�

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設
の

充
実
は
も
と
よ
り
、
安
全
教
育
の
普
及
と

徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
多
発
す
る
犯
罪

に
対
応
し
た
自
主
防
犯
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
安
心
で
き
る
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
防
犯
灯
の
設
置
及
び
適
正
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

��　
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
幸
田
町
情
報
公

開
条
例
に
基
づ
き
、
情
報
の
公
開
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
「
知
る
権
利
」
と
「
説
明
す

る
責
務
」
を
条
例
上
に
明
ら
か
に
し
、
町

民
と
町
が
町
政
に
関
す
る
情
報
を
お
互
い
に

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
つ
な
が
り

を
強
く
し
、
相
互
理
解
が
一
層
深
ま
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。�

　
男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
実
現
と
し
て
、

行
政
委
員
な
ど
の
女
性
登
用
を
推
進
し
、

女
性
の
声
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。�

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
や
、
行
政
の
守
備

範
囲
を
明
確
に
し
た
行
財
政
運
営
へ
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
、
町
民
と
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１３
年
度
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会
構

築
の
た
め
「
幸
田
町
役
場
環
境
保
全
行
動

計
画
」
の
策
定
・
実
践
、
徹
底
し
た
経
費

節
減
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
行
政

効
果
や
経
費
負
担
の
あ
り
方
の
見
直
し
、
事

務
事
業
の
企
画
・
立
案
及
び
策
定
に
あ
た
っ

て
の
事
業
評
価
制
度
、
費
用
対
効
果
、
各
委

員
の
公
募
制
度
の
導
入
、
あ
る
い
は
住
民
対

話
集
会
の
開
催
な
ど
に
努
め
、
よ
り
一
層
の

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

��　
以
上
、
施
策
の
大
要
に
つ
い
て
述
べ
て
き

ま
し
た
が
、
地
方
分
権
に
よ
り
自
治
体
の
自

己
責
任
が
一
層
求
め
ら
れ
る
中
、
こ
れ
ら
の

諸
施
策
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や
対
話
を
深
め
な
が
ら
、
「
共
に
進

む
」
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
開
か
れ
た
町
政

の
推
進
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

す
が
、
第
6
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

組
織
を
構
成
す
る
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る

資
質
の
向
上
を
図
り
、
「
心
の
か
よ
う
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
２１
世
紀
を
展
望

し
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。�

●絵画「幸田春暁」（中根　寛制作）�
しゅんぎょう�
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情
報

行
政
合
理
化
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
�

行
政
合
理
化
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
�

第
６
次
幸
田
町
行
政
改
革
大
綱
の
取
り
組
み
�

　
本
町
で
は
、
第
6
次
幸
田
町
行
政
改

革
大
綱
（
平
成
１２
年
5
月
策
定
）
に
基

づ
き
、
行
財
政
各
般
に
わ
た
る
改
革
を

推
進
し
て
い
ま
す
。�

�大
綱
の
概
要
�

�期
間
　
平
成
１２
年
度
〜
１４
年
度
�

目
指
す
姿
　
幅
広
い
思
考
力
で
流
れ
を

と
ら
え
た
幸
せ
づ
く
り
�

　
合
言
葉
は
「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
（
共
に
）」
�

　
Ｗ
　
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
（
幅
広
い
）�

　
Ｉ
　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
（
思
考
力
で
）�

　
Ｔ
　
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｙ
（
流
れ
を
と
ら

　
　
え
た
）�

　
Ｈ
　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
幸
せ

　
　
づ
く
り
）�

進
め
方
　
町
民
と
共
に
考
え
、
歩
ん
で

い
く
事
が
大
事
で
あ
る
と
の
認
識
を

持
ち
、
対
話
と
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

率
先
し
て
行
動
を
お
こ
し
ま
す
。�

改
革
の
視
点
　
第
6
次
の
行
政
改
革

大
綱
は
、
経
営
感
覚
と
サ
ー
ビ
ス
精

神
に
立
脚
し
た
視
点
で
進
め
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
、

良
質
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は

決
し
て
な
ら
な
い
よ
う
、
町
民
と
共

に
前
進
・
向
上
で
き
る
よ
う
、
迅
速

か
つ
果
敢
な
行
動
計
画
を
策
定
し
ま

す
。�

具
体
的
行
動
計
画
　
下
表
の
と
お
り
�

�平
成
１３
年
度
の
主
な
目
標
�

�①
幸
田
町
役
場
環
境
保
全
行
動
計
画
の

実
践
に
よ
り
、
具
体
的
な
数
値
目
標

を
明
示
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
務

事
業
の
定
着
化
に
努
め
ま
す
。�

②
公
用
車
の
管
理
を
見
直
し
、
低
公
害

小
型
車
両
へ
転
換
を
図
り
ま
す
。�

③
公
園
な
ど
の
ご
み
箱
廃
止
な
ど
、
公

共
事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
の
収
集
方

法
の
改
善
を
図
り
ま
す
。�

④
環
境
保
護
及
び
経
費
節
減
の
た
め
、

口
座
振
替
領
収
書
の
発
送
を
廃
止
し

ま
す
。�

⑤
非
常
勤
職
員
の
採
用
な
ど
、
適
切
な

雇
用
管
理
の
た
め
、
登
録
制
度
の
採

用
を
図
り
ま
す
。�

⑥
起
債
の
健
全
運
用
な
ど
、
起
債
の
抑

制
に
努
め
ま
す
。�

⑦
各
種
審
議
会
委
員
の
公
募
制
の
採
用

及
び
青
年
や
女
性
委
員
の
参
加
促
進

を
図
り
ま
す
。�

⑧
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
策
定
に
よ
る
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
整
備
の
検
討
を
図
り
ま
す
。�

⑨
住
民
対
話
集
会
を
実
施
し
ま
す
。�

⑩
9
つ
の
補
助
事
業
を
廃
止
す
る
ほ
か
、

補
助
金
の
見
直
し
基
準
に
よ
り
、
事

務
的
補
助
金
の
削
減
を
図
り
ま
す
。�

⑪
開
発
事
業
協
力
交
付
金
の
見
直
し
を

図
り
ま
す
。�

率
 
先
 
行
 
動
 
計
 
画
�

率
 
先
 
行
 
動
 
計
 
画
�

Ⅰ 環境保全行動計画〈エコ・アクション〉�

Ⅱ 迅速適正行動計画〈スピード・アクション〉�

Ⅲ 情報連携行動計画〈ネットワーク・アクション〉�

Ⅳ 事業評価行動計画〈プロジェクト・アクション〉�

Ⅴ 意識改革行動計画〈サービス・アクション〉�

1 物品の購入に関する取り組み�
2 公用車の利用に関する取り組み�
3 ごみの減量化・リサイクルの推進に関する取り組み�
4 庁舎・施設の管理に関する取り組み�
5 土木・建築などの公共事業に関する取り組み�
�

 6 事務手続きの簡略化と処理日数の短縮化�
 7 災害時の初動体制の確立�
 8 定員及び給与などの適正な管理�
 9 経費の節減合理化と予算の厳正な執行�
10 総合的・機能的な組織・機構の見直し�

11 積極的な情報公開�
12 情報システムの活用による情報化の推進�
13 住民への積極的な情報提供及び対話機会の充実�
14 広域的な行政体制の強化�

15 事務事業などの整理合理化など�
16 補助金・委託料等の整理合理化�
17 民間委託などの計画的かつ積極的推進�
18 公共施設の利用促進及び町有地の有効活用�
19 公共工事コスト削減及び公共工事検査システムの検討�

20 窓口などにおける対応の改善�
21 人材の育成・確保�
22 職員研修の充実�
23 自主財源の確保�

：
�

：
�

：
�

：
�

（表）�
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⑫
使
用
料
及
び
手
数
料
の
分
類
評
価
に

よ
る
見
直
し
を
図
り
ま
す
。�

⑬
2
時
間
の
夜
間
窓
口
延
長
サ
ー
ビ
ス

を
試
行
し
ま
す
（
裏
表
紙
参
照
）。�

＊
こ
れ
ら
１３
年
度
の
行
政
改
革
の
取
り

組
み
に
よ
る
経
費
効
果
は
、
3
、

4
0
0
万
円
の
見
込
み
で
す
。
　
�

�平
成
１２
年
度
の
主
な
推
進
状
況
�

�①
職
員
一
人
ひ
と
り
が
率
先
し
て
資
源

の
節
約
、
有
効
利
用
に
心
が
け
る
た

め
に
、
全
庁
を
挙
げ
て
幸
田
町
役
場

環
境
保
全
行
動
計
画
の
策
定
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。�

②
定
期
刊
行
物
の
庁
内
印
刷
化
を
図
り
、

再
生
紙
の
利
用
促
進
を
一
層
進
め
ま

し
た
。�

③
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
確
立
の
た

め
、
防
災
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
を
図
り
ま
し
た
。�

④
新
規
採
用
職
員
は
、
欠
員
補
充
の
範

囲
内
と
し
、
職
員
実
数
の
増
加
抑
制

を
図
り
ま
し
た
。�

⑤
職
員
退
職
時
の
財
政
事
情
を
緩
和
さ

せ
る
た
め
、
勧
奨
退
職
制
度
要
綱
の

制
定
を
図
り
ま
し
た
。�

⑥
代
休
、
振
替
制
度
の
利
用
徹
底
を
進

め
、
職
員
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

を
図
り
ま
し
た
。�

⑦
職
員
給
与
の
適
正
な
水
準
確
保
の
た

め
、
初
任
給
の
１
号
給
引
き
下
げ
を

図
り
ま
し
た
。�

⑧
自
動
車
運
転
手
当
を
廃
止
し
、
特
殊

勤
務
手
当
の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。�

⑨
実
施
計
画
の
適
正
化
を
進
め
、
高
率

縁
故
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
よ
る
起

債
の
適
正
管
理
を
始
め
と
し
て
、
起

債
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。�

⑩
平
成
１２
年
4
月
か
ら
月
2
回
の
町
長

対
話
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、
住
民
と
の

積
極
的
な
情
報
交
換
及
び
、
対
話
の

機
会
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。�

⑪
戸
籍
事
務
の
電
算
化
を
図
り
、
証
明

書
の
発
行
時
間
な
ど
の
大
幅
短
縮
を

図
り
ま
し
た
。�

＊
こ
れ
ら
の
行
政
改
革
推
進
に
よ
り
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
諸
経
費
の

節
減
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
経
費
効

果
は
、
こ
の
1
年
で
2
、
7
0
0

万
円
の
見
込
み
で
す
。�

問
合
せ
　
総
務
課
行
政
係
�

　
q
６２
ー
1
1
1
1
（
内
線
3
3
4
）�

����　
こ
の
季
節
は
、
就
職
・
退
職
・
転
入
・

転
出
・
転
居
な
ど
が
多
く
な
り
、
同
時
に

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と

き
は
、
必
ず
１４
日
以
内
に
住
民
児
童
課

国
保
年
金
係
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
 
保
険
税

の
納
付
は
、
国
保
の
被
保
険
者
に
な

っ
た
時
点
（
加
入
の
届
け
出
を
し
た

と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
か
ら

発
生
す
る
の
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
保
険
証
が
な
い
た
め
に
、
そ
の

間
の
医
療
費
が
全
額
負
担
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。�

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
 
資
格
が

な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
保
険
証
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、

国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は
後
で
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
た
場
合
、
や
め
る
届
け
出
が
な

い
た
め
に
保
険
税
を
二
重
に
支
払
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。�

問
合
せ
　
住
民
児
童
課
国
保
年
金
係
�

　
q
６２
―
1
1
1
1
（
内
線
1
1
5
）�

国
保
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
�

国
保
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
�

率
 
先
 
行
 
動
 
計
 
画
�

こ ん な と き �

国
保
に
入
る
�

国
保
を
や
め
る
�

そ
の
ほ
か
�

持 参 す る も の �

転入したとき�

ほかの健康保険などをやめたとき�

生活保護を受けなくなったとき�

子どもが生まれたとき�

外国人が入るとき�

転出するとき�

ほかの健康保険などに入ったとき�

生活保護を受けはじめたとき�

死亡したとき�

外国人がやめるとき�

退職者医療制度に該当したとき�

退職者医療制度に該当しなくなったとき�

住所、世帯主、氏名などが変わったとき�

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき�

就学のため、子どもがほかの市区町村に住むとき�

長期旅行などで別個の保険証が必要なとき�

印かん、転出証明書※�

印かん、健保の離脱証明書※�

印かん、保護廃止決定通知書※�

印かん、母子健康手帳、国保の保険証�

外国人登録証明書※�

印かん、国保の保険証�

印かん、国保と健保の保険証�

印かん、国保の保険証、保護開始決定通知書�

印かん、国保の保険証、死亡を証明するもの�

保険証、外国人登録証明書�

印かん、年金証書、国保の保険証�

印かん、国保の保険証�

印かん、国保の保険証�

印かん、身分を証明するもの�

印かん、在学証明書、国保の保険証�

印かん、国保の保険証�

※同一世帯で、すでに国保加入者がいる場合は、国保の保険証が
必要です。�

2月１９日から戸籍事務を電算化し、証明書が見やすく、
よりスピーディーに発行できるようになりました。�
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幸
田
町
の
老
人
・
福
祉
医
療
制
度
�

幸
田
町
の
老
人
・
福
祉
医
療
制
度
�

知
っ
て
い
ま
す
か
？
�

こんなときには�
ほかの市区町村から
転入してきたとき�
ほかの市区町村に転
出するとき�
住所が変わったとき�
（転居）�
加入している医療保
険が変わったとき�
�
死亡したとき�

必要なもの�
印かん�
保険証�
印かん�
医療受給者証�
印かん�
医療受給者証�
印かん�
保険証�
医療受給者証�
印かん�
医療受給者証�

いつまでに�
１４日以内に�
�
転出するとき�
�
１４日以内に�
�
１４日以内に�
�
�
１４日以内に�

老　人　保　健�

老　人　医　療�

福　祉　医　療�

制　度�

制　　度�

老人保健�

対　　象�

対　　象� 内　　容�

制　　度� 対　　象� 内　　容�

内　　　　容�

老人医療�

乳幼児医療�

障害者医療�

母子家庭等医療�

戦傷病者医療�

精神障害医療�

4
月
1
日
か
ら
�

乳
幼
児
医
療
の
助
成
が
�

拡
大
さ
れ
ま
す
�

�拡
大
対
象
者
　
3
歳
児
（
満
4
歳
の

誕
生
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
）�

拡
大
助
成
内
容
　
4
月
1
日
以
降
の

入
院
に
係
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額

の
全
額
助
成
　
※
た
だ
し
、
家
族
療

養
附
加
給
付
及
び
ほ
か
の
法
令
に
よ

り
、
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る
場
合

は
、
そ
の
額
を
控
除
し
た
額
と
し
ま

す
。�

助
成
方
法
　
病
院
窓
口
で
支
払
っ
て
い

た
だ
い
た
医
療
費
を
、
後
日
、
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。�

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
印
か
ん
　
②

健
康
保
険
証
　
③
振
込
通
帳
（
保
護
者

名
義
で
郵
便
局
を
除
く
）　
④
領
収
書
�

�ご
利
用
く
だ
さ
い
�

老
人
・
福
祉
医
療
制
度
�

�　
本
町
で
は
、
表
（
Ｐ
１３
）
の
と
お
り

老
人
・
福
祉
医
療
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。�

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
印
か
ん
　
②

健
康
保
険
証
　
③
対
象
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
�

�福
祉
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て
�

�　
福
祉
給
付
金
支
払
証
明
書
を
お
持
ち

の
か
た
は
、
2
月
と
8
月
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
福
祉
給
付
金

支
払
証
明
書
（
領
収
書
）　
②
印
か

ん
　
③
振
込
通
帳
（
受
給
者
名
義
で

郵
便
局
を
除
く
）�

�入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
�

�　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
減
額
さ

れ
ま
す
の
で
、
「
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度

額
適
用
・
入
院
時
食
事
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を
�

�　
す
で
に
老
人
・
福
祉
医
療
制
度
を
受

給
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
左
表
の
よ
う

な
と
き
は
、
福
祉
介
護
課
福
祉
医
療
係

で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

�も
し
も
�

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
�

�　
交
通
事
故
に
あ
い
、
老
人
保
健
・
福

祉
医
療
で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、「
第

3
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
老
人
保

健
・
福
祉
医
療
が
使
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
警
察
に
届
け
、
交
通
事
故
証
明

書
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
同

時
に
、
福
祉
介
護
課
福
祉
医
療
係
へ
の

届
け
出
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。�

届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
①
第
3
者

行
為
に
よ
る
被
害
届
（
福
祉
介
護
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
）　
②
保
険
証
　

③
医
療
受
給
者
証
　
④
印
か
ん
　
⑤

事
故
証
明
書
（
そ
ろ
わ
な
い
と
き
は

後
日
で
も
可
）�

※
交
通
事
故
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場

合
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者

が
全
額
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
従
っ

て
、
老
人
保
健
・
福
祉
医
療
で
治
療
を

受
け
る
と
、
老
人
保
健
・
福
祉
医
療
は

受
給
者
の
医
療
を
一
時
立
て
替
え
、
後

か
ら
加
害
者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

問
合
せ
　
福
祉
介
護
課
福
祉
医
療
係
　

q
６２
―
1
1
1
1
（
内
線
1
2
1
・

1
2
2
）�
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老　人　保　健�老　人　保　健�

老　人　医　療�老　人　医　療�

福　祉　医　療�福　祉　医　療�

制　度制　度�制　度�

制　　度制　　度�制　　度�

老人保健�老人保健�

対　　象対　　象�対　　象�

対　　象対　　象�対　　象� 内　　容内　　容�内　　容�

制　　度制　　度�制　　度� 対　　象対　　象�対　　象� 内　　容内　　容�内　　容�

内　　　　容内　　　　容�内　　　　容�

外
来
の
と
き
�

入
院
の
と
き
�

・７０歳以上のかた�
・６５歳以上７０歳未満
で一定の障害の
状態にあるかた�
※「一定障害」とは、
国民年金法別表
に掲げる障害の程
度をいう（障害手
帳 1・2 級のかた
を含む）�

◎医療費の１割�
　ただし、同一の医療機関での負担額が
1か月に①・②に達したときは、その後
の自己負担はありません。�
①医療機関で院外処方せんを交付されなかっ
たかたは、医療機関で３,０００円　＊大病院
（ベッド数が２００床以上ある病院）で受診さ
れたかたは５,０００円�
②医療機関で院外処方せんを交付されたか
たは、医療機関で１,５００円、薬局で１,５００
円　＊大病院（ベッド数が２００床以上ある病院）
で受診されたかたはそれぞれ２,５００円�
★定額制の診療所での負担額は1日につき
８００円となり、1か月に5日以上通院し
た場合は、その月の5日目以降の通院
は自己負担はありません。�

　※一部負担金を定額で徴収すること 
を都道府県知事に届け出た診療所�

◎医療費の１割�
　ただし、同一の医療機関での負担額が1
か月3万７,２００円に達したときは、その後
の自己負担はありません。�
　また、次の①から③の場合で、負担額が1
か月にそれぞれの額に達したときは、その
後の自己負担はありません。�
①住民税非課税の世帯に属するかたなど…
2万４，６００円�
②住民税非課税の世帯に属するかたなどで、
老齢福祉年金を受給しているかた…1万
　５，０００円 �
③特定疾病の認定を受けているかた…1万円�
◎食事代1日７８０円�
①住民税非課税の世帯に属するかたなど…
1日につき６５０円（９１日目以降５００円）�
②住民税非課税の世帯に属するかたなどで、
老齢福祉年金を受給しているかた…1日に
つき３００円�

老人医療老人医療�老人医療�

乳幼児医療乳幼児医療�

障害者医療障害者医療�

母子家庭等医療母子家庭等医療�

戦傷病者医療戦傷病者医療�

精神障害医療精神障害医療�

乳幼児医療�

障害者医療�

母子家庭等医療�

戦傷病者医療�

精神障害医療�

６８歳と６９歳のかた（所得制度あり）�

0～ 2歳児（満3歳の誕生日の属する月の末日
までのもの）�

医療保険の自己負担額なし（入院、通院）�

3歳児（満 4歳の誕生日の属する月の末日まで
のもの）�

・身体障害者手帳1～ 3級（じん臓機能障害1
～4級、進行性筋萎縮症1～6級）�
・療育手帳Ａ・Ｂ判定のかた�
・自閉症状群と診断されているかた�

医療保険の自己負担額なし�

・母子・父子家庭の子が１８歳に達する年度末ま
での母・父・子（児童扶養手当てに準ずる所
得制限あり）�
・父母のいない子が１８歳に達する年度末まで�

医療保険の自己負担額なし�

戦傷病者手帳所持者のうち、款症者、項症者、
目症者�

医療保険の自己負担額なし�

精神障害者保健福祉手帳・患者票をお持ちのか
た（町内在住1年以上）�

・通院医療費自己負担額の償還払いによる全額
助成（患者票）�

・入院医療費自己負担額の償還払いによる2分
の1助成（手帳または患者票）�

入院医療費自己負担額の償還払いによる全額助
成（平成１３年4月1日～）�

一部負担金（自己負担額）老人保健に準ずる�

情報トピックス�

※�
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大
好
き
な
犬
を
飼
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
�

犬
を
飼
っ
て
い
る
か
た
へ
�

No.14

狂
犬
病
予
防
注
射
を
�

受
け
ま
し
ょ
う
�

�　
あ
な
た
が
飼
っ
て
い
る
愛
犬
に
は
、
毎
年

4
月
1
日
か
ら
6
月
３０
日
の
間
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
必
ず
郵
便
は
が
き
（
平
成
１３
年
狂

犬
病
予
防
注
射
実
施
、
登
録
確
認
通
知
書
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
都
合
の
悪
い
か

た
は
、
動
物
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

対
象
　
生
後
９１
日
（
3
か
月
）
以
上
の
犬
�

費
用
　
注
射
の
み
　
3
、3
0
0
円
／
登
録

と
注
射
　
6
、3
0
0
円
�

　
＊
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
　
�

人
に
迷
惑
を
�

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
�

�　
あ
な
た
の
周
り
は
、
犬
の
好
き
な
か
た
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
犬
の
鳴
き
声
や
悪
臭
な
ど
で
近
所
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
、
犬
を
飼
っ
て
い

る
周
囲
は
、
い
つ
も
清
潔
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。�

�犬
は
き
ち
ん
と
つ
な
い
で
�

飼
い
ま
し
ょ
う
�

�　「
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
い
か
ら
大
丈
夫
」

と
思
う
の
は
、
飼
い
主
の
身
勝
手
で
す
。

特
別
な
場
合
を
除
き
、
犬
の
放
し
飼
い
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
通
路
に
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
、
1
・
5
㍍
以
内
の
丈
夫
な

鎖
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

　
大
き
な
犬
や
人
を
噛
む
癖
の
あ
る
犬
は
、

鍵
の
か
か
る
「
お
り
」
の
中
で
飼
う
な
ど

し
て
、
人
に
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

�フ
ン
の
後
始
末
は
�

き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
�

�　
道
路
や
公
園
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
片
付
け
ま

し
ょ
う
。�

�生
ま
れ
た
子
犬
に
�

責
任
が
も
て
ま
す
か
�

�　
犬
な
ど
の
保
護
動
物
を
捨
て
る
と
、
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

３０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
飼
え
な
く
な

っ
た
と
き
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
捜
す
よ
う

努
め
て
く
だ
さ
い
。�

�

犬
を
飼
え
な
く
な
っ
た
か
た
と
�

子
犬
が
欲
し
い
か
た
へ
�

�　
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
を
、
毎

週
月
曜
日
の
午
前
8
時
３０
分
か
ら
１０
時
に

保
健
セ
ン
タ
ー
で
引
き
取
り
ま
す
の
で
、
鑑

札
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
子
犬
の
欲

し
い
か
た
は
、
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
豊
田
市
・
q
0
5
6
5
ー
５８
ー
2
3
2
3
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
野
犬
な

ど
に
お
困
り
の
か
た
は
、
同
管
理
セ
ン
タ
―

ま
た
は
保
健
環
境
課
環
境
衛
生
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
　
保
健
環
境
課
環
境
衛
生
係
�

　
q
６２
ー
１
１
１
１
（
内
線
1
8
2
）�

�
月 ／ 日 �
�
�
4月１６日�
�
�
�
4月１７日�

�
�
�
4月１８日�
�
�
�

4月１９日
�

�
�
�

4月２０日�
�
�

5月１４日
�

�
�
�
5月１５日�

曜日�
�
�
月�
�
�
�
火�
�
�
�
水�
�
�
�
�
木�
�
�
�金
�
�
�月
�
�
�
火�

時　間�
９：３０～１０：３０�
１０：４０～１１：１０�
１１：２０～１１：５０�
１３：１０～１３：５０�
１４：００～１５：００�
１０：００～１０：４０�
１０：５０～１１：４０�
１３：１０～１３：５０�
１４：００～１４：５０�
１０：００～１０：３０�
１０：４０～１１：００�
１１：１０～１１：４０�
１３：１０～１３：５０�
１４：００～１４：５０�
９：３０～１０：２０�
１０：３０～１０：５０�
１１：００～１１：３０�
１１：４０～１２：００�
１３：２０～１３：５０ �
１４：００～１４：５０�
９：３０～１０：００�
１０：１０～１０：３０�
１０：４０～１１：４０�
１３：１０～１３：３０�
１３：４０～１４：００�
１４：１０～１４：３０�
１４：４０～１５：００�
１３：１０～１３：３０�
１３：４０～１４：００�
１４：１０～１４：３０�
１４：４０～１５：００�

会　　場�
坂 崎 公 民 館 �
（旧）山崎精米所西�
長嶺コミュニティホーム�
高 力 老 人 憩 の 家 �
農 協 大 草 支 店 �
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幸
田
小
学
校�

深
溝
小

深
溝
小�
深
溝
小

深
溝
小�
深
溝
小�

全校児童数３４１人（男：１６７、女：１７４）�
校長　山本　博子  　q６２ー０１１９�

かもとりごんべえ�
【版画】�

４年　湯口　明莉さん�

先生から　ごんべえさんが
空高く舞い上がっていく様
子を上手に表現できました。
家も一軒一軒ていねいに彫
ることができました。�

地
域
や
環
境
に
目
を
向
け
�

　
働
き
か
け
る
深
溝
っ
子
�アルミ缶をつぶす子どもたち�

４年�
神谷　瞳さん�

高力神社【水彩画】�

先生から　画用紙いっぱいに大きく堂々とした高力神
社を描くことができました。瓦の色を工夫し、最後ま
で根気よく取り組めました。�

　
本
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
「
ふ
れ

あ
い
学
習
」
の
ね
ら
い
を
、
「
と
も
に
生

き
る
地
域
や
環
境
に
自
ら
働
き
か
け
る
子

ど
も
の
姿
を
求
め
る
」
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
こ
こ
で
は
、
平
成
１２
年
度
の
ふ
れ
あ
い

学
習
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。�

1
年
　
保
護
者
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

　
せ
、
福
祉
実
践
教
室
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

　
・
点
字
）�

2
年
　
保
護
者
に
よ
る
紙
芝
居
の
読
み
聞

　
か
せ
、
福
祉
実
践
教
室
（
車
い
す
体
験
）�

3
年
　
地
域
の
か
た
の
指
導
に
よ
る
ケ
ナ

　
フ
の
紙
す
き
体
験
�

4
年
　
豆
腐
屋
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

や
ぎ
の
え
さ
（
お
か
ら
）
作
り
と
豆

腐
作
り
�

5
年
　
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
を
柱
と
し
て
、

　
地
域
の
か
た
の
指
導
に
よ
る
炭
焼
き
体

　
験
や
学
芸
会
へ
の
取
り
組
み
�

6
年
　
深
溝
保
育
園
児
や
老
人
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
の
か
た
と
の
交
流
学
習
�

わ
か
ば
　
地
域
の
か
た
の
指
導
に
よ
る
廃

　
油
石
け
ん
や
つ
け
も
の
作
り
�

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間

に
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
体
育
指
導
員
、

地
区
の
演
奏
団
体
（
三
ケ
根
太
鼓
）
の
か

た
が
た
を
指
導
者
と
し
て
招
き
、
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。�

�初
め
て
の
「
車
い
す
体
験
」�

�　
2
年
生
で
は
、
岡
崎
養
護
学
校
児
童

と
の
交
流
学
習
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
深
ま
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
学
区
の
鶴
田
光
前
さ
ん
を
講
師

に
、
福
祉
実
践
教
室
（
車
い
す
体
験
）

を
行
い
ま

し
た
。
車

い
す
に
つ

い
て
の
理

解
を
深
め

る
た
め
、

保
護
者
の

読
み
聞
か

せ
グ
ル
ー

プ
「
ダ
ン

ボ
の
会
」

の
か
た
に

も
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
芝
居
「
純
子

の
挑
戦
」
は
、
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
役

割
読
み
を
何
度
も
練
習
し
て
く
だ
さ
り
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
手
伝
い
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
に
も
大
き
な
感

動
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。�

　
講
師
の
鶴
田
さ
ん
に
は
、
車
い
す
生
活

に
も
関
わ
ら
ず
、
健
常
者
を
乗
せ
て
車
を

運
転
し
た
り
、
セ
ス
ナ
に
乗
っ
て
写
真
を

撮
っ
た
り
と
、
多
彩
な
趣
味
の
一
端
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
１０
台
の
車
い
す
を
使
っ
て
の
体

験
で
は
、
精
力
的
に
各
グ
ル
ー
プ
を
回
っ

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
鶴
田
さ
ん
や
、

熱
心
に
語
り
か
け
て
く
だ
さ
る
「
ダ
ン
ボ

の
会
」
の
か
た
た
ち
の
お
か
げ
で
、
楽
し

く
充
実
し
た
実
践
教
室
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。�

　
深
溝
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と

多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た

学
習
を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

て
る
も
と
�

あかり�
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♥�
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
向
け
の
Ｉ
Ｔ
講
習
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
「
挑
戦
し
て
み

た
い
」
と
い
う
思
い
と
、
「
パ
ソ
コ
ン
も

無
い
の
に
や
っ
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
」

と
い
う
思
い
で
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
�

（
Ｉ
・
Ｋ
さ
ん
　
芦
谷
）�

♥�
パ
ソ
コ
ン
を
さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
の
で

す
が
、
話
題
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
機
会

に
Ｉ
Ｔ
講
習
に
申
し
込
も
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
理
解
で
き
る
と
良
い
の
で
す
が
。
�

（
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
　
大
草
）�

�―
―
パ
ソ
コ
ン
も
使
っ
て
み
れ
ば
意
外
と
簡

単
で
す
。
ま
ず
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
の
で
、
ご
都
合
が
つ
く
よ
う
で
し
た

ら
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
　（
広
報
）�

皆さんからのお便りをお待ちしています�

今
回
の
お
題「
判
官
び
い
き
」
�

　
源
氏
の
武
将
　
源
　
義
経
は
、

不
和
と
な
っ
た
異
母
兄
頼
朝
の
追
及

を
逃
れ
て
奥
州
に
く
だ
り
ま
し
た
が
、�

頼
朝
の
圧
力
に
屈
し
た
藤
原
泰
衡
に

攻
め
ら
れ
、
文
治
５
（
１
１
８
９
）

年
閏
４
月
30
日
、
衣
川
の
館
で
自

害
し
ま
し
た
。
閏
月
は
太
陽
暦
（
旧

暦
）
で
、
季
節
と
暦
の
ず
れ
を
調
整

す
る
た
め
、
５
年
に
２
度
の
割
合
で

平
年
よ
り
余
計
に
設
け
ら
れ
た
月
。

義
経
が
死
ん
だ
年
は
、
４
月
の
次
に

閏
４
月
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。�

　
源
義
朝
の
九
男
と
し
て
生
ま
れ
た

義
経
は
、
検
非
違
使
（
警
察
官
兼

裁
判
官
）
の
尉
（
長
官
・
次
官
の
下
）

に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
官
位
は
、

判
官
（
は
ん
が
ん
・
ほ
う
が
ん
）
と

呼
ば
れ
ま
す
。�

　
「
九
郎
判
官
」
と
い
え
ば
義
経
の

こ
と
。
悲
劇
の
英
雄
、
義
経
に
ひ
い

き
す
る
気
持
ち
か
ら
、
「
判
官
び
い

き
」
は
弱
者
や
敗
者
に
対
し
て
、

同
情
と
愛
情
の
念
を
お
ぼ
え
る
日
本

人
好
み
の
感
情
を
指
し
ま
す
。�

ど
ん
な
意
味
？

ど
ん
な
意
味
？

 
こ
ん
な
意
味

こ
ん
な
意
味

ど
ん
な
意
味
？

ど
ん
な
意
味
？

 
こ
ん
な
意
味

こ
ん
な
意
味

ど
ん
な
意
味
？

 
こ
ん
な
意
味

知って得するくらしの�

よ
り
と
も
�や

す
ひ
ら
�

こ
ろ
も
が
わ
�

う
る
う
�よ

し
と
も
�

じ
ょ
う
�

け
　
び
　
い
　
し
�

み
な
も
と
の
　
よ
し
つ
ね
�

今回のテーマは�

服のしみ抜き�
水をつけたブラシでたたく�

　衣類のしみには素早い処置が鉄則です。

基本は「たたいて落とす」こと。ゴシゴシ

こすると、広がったり汚れが繊維に入り

込んで落ちにくくなるので注意しましょう。

外出先でしみを作ってしまったら、その

場でハンカチなどに水をつけ、下にティ

ッシュを敷いて上からたたく「応急処置」

を。これだけでも、後のしみ抜き作業が

楽になります。�

　きちんとしたしみ抜きは、汚れに合わ

せた方法で行う必要があります。用意す

るものはブラシ（しみ抜き専用のほか豚

毛の歯ブラシや綿棒を束ねたものでも

ＯＫ）と、清潔な木綿の布（さらし、手ぬぐ

いなど）です。�

　しみには大きく分けて水性のしみと

油性のしみがありますが、一度に両方の

しみをつけてしまった場合は、油性のし

み抜きを優先します。最初に水性のしみ

を落とそうとすると、油性のしみはその

水分で固まってしまい、落ちなくなってし

まう可能性があります。�

　しょうゆやコーヒー、ジュースなど油

分を含まないしみの場合、下に布を敷き、

ブラシに水を含ませて汚れを下の布に

移す感じでトントンとたたきます。しみが

下に移ったら、布をずらして繰り返します。

汚れが薄くなったら、今度は中性洗剤を

溶かした水をブラシに含ませて再びたた

きます。�

　マヨネーズやバター、口紅など油性の

しみは、ティッシュで汚れを摘み取ってか

ら、ベンジンを含

ませたブラシでた

たき、ベンジンが

乾いたら洗剤で

水洗いします。完

全に落ちていな

ければ漂白剤を

使いましょう。�

�

ペンネーム�
たまごさん�

ＫＩＡ�

遠くて�
近い国、トルコ

�
・・トルコ青年が語るトル

コと日本・・�

4月8日（日）�

・午　　前　１０時３０
分より�

・町民会館　あじさ
いホール�

講師：ヨルグチュ.ウミ
ット氏�

入場無料�

幸田町国際交
流協会�

q０５６４ー６２－
２４２４�
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　ある日突然、車のエンジンがかからなくなった。

点検に行くとバッテリーの寿命と告げられたので、

早速取り替えた。すると、いとも簡単に車は復活

した。　最近、心なしか体が疲れやすくなったよ

うな気がする。少し前までは、寝れば充電できた

はずだが、今ではなかなか充電できない。人の体

もバッテリーのように取り替えるだけで復活でき

ればいいのになーと思う前に、運動するなど、少

しでも故障しにくい丈夫な体づくりを心がけなけ

れば…。（Ｊ）�

A
平
成
１３�
年
度
当
初
予
算
の
一
般

会
計
は
○
○
○
億
4
、2
8
0

万
円
。�

B
○
○
○
○
の
名
所
で
あ
る
幸

田
文
化
公
園
。�

C
と
な
り
の
ト
コ
ロ
は
○
○
市

と
○
○
町
の
情
報
を
掲
載
。�

　
答
え
と
広
報
の
感
想
を
は
が
き
に
書
い
て
左
記

に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３

人
に
幸
田
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。締
め
切
り
は
4
月
１８
日
（水）
で
す
。�

　
3
月
号
の
答
え
は
î
２７
ï
２６
ñ
5
・
２９
で
し
た
。

当
選
者
の
発
表
は
、商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
ま
た
、「
ら
く
が
き
伝
言
Ｂ
Ａ
Ｎ
」
や
「
お
た
よ
り

が
タ
ヨ
リ
」
、広
報
に

こ
ん
な
こ
と
載
せ
て

よ
と
い
っ
た
意
見
な

ど
の
お
は
が
き
も
お

待
ち
し
て
ま
す
。�

編集者の�

〝ちょっとひとこと〟�〝ちょっとひとこと〟�〝ちょっとひとこと〟�〝ちょっとひとこと〟�

坂崎区在住　１９歳　学生�
身長　１６１㌢　Ａ型�
好きなタイプ　粘り強い人　　　　　　　�
好きな芸能人　窪塚洋介�

　私は名古屋の大学へ通っています。
高校生まで町内の学校に通っていたので、
名古屋市にあこがれていたのですが、
毎日通ううちに、幸田町ののんびりと
した雰囲気がよく思えるようになりま
した。人の暖かさもあり心地よい街だ
と思います。�
　以前、イギリス人の先生に家の周り
の写真を見せたところ、「ビューティ
フル！！」と言って、持っていってしま
いました。大学の先生も幸田町が大好
きです。�
　それから、幸田のイチゴは日本一お
いしいと思います。�
　大学は宿題がたくさんあって大変です。
だけど勉強は今しかできないから、後3
年間一生懸命夢に向かってベストを尽
くしたいと思っています。�

田村　香織さん�
た む ら � か お り � 生

き
が
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
�

「
某
月
某
日
」�

�何
の
消
毒
？
�

�　
樹
木
の
消
毒
作
業
を
終
え

て
帰
所
し
た
会
員
さ
ん
が
、

ま
だ
薬
剤
も
残
っ
て
い
る
し
、

時
間
も
あ
る
か
ら
と
、
生
き

が
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
消
毒

を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。�

「
今
か
ら
消
毒
す
る
か
ら
、

車
で
来
た
人
は
移
動
を
お
願

い
し
ま
す
よ
」�

「
ほ
え
、
今
か
ら
消
毒
や
る

げ
な
で
、
希
望
者
は
申
し
出

る
ん
だ
っ
て
よ
」�

「
○
○
さ
ん
違
う
よ
。
み
ん

な
を
消
毒
す
る
じ
ゃ
な
く
て
、

こ
こ
の
敷
地
に
植
え
て
あ
る

桜
の
木
な
ど
の
消
毒
だ
よ
」�

「
な
ん
だ
あ
、
ほ
う
か
ん
。

わ
し
ら
に
悪
い
虫
が
付
か
ん

よ
う
、
消
毒
す
る
だ
と
思
っ

た
よ
」�

「
何
言
っ
と
る
だ
ん
。
わ
し

ら
ば
ー
さ
ん
に
虫
な
ん
か
付

く
は
ず
な
ん
か
な
い
が
ん
」�

「
ほ
ん
な
こ
た
あ
な
い
よ
。

○
○
さ
ん
は
、
畑
へ
よ
く
行

く
で
、
虫
が
付
か
ん
よ
う
消

毒
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
だ

ん
」�

「
違
う
違
う
。
ほ
ん
と
に
、

何
ば
か
な
こ
と
言
っ
と
る
の
。

木
の
消
毒
だ
か
ら
、
み
ん
な

外
に
出
ち
ゃ
あ
い
か
ん
よ
」�

「
分
か
っ
と
る
だ
よ
、
ほ
ん

な
こ
と
。
た
だ
言
っ
て
み
た

だ
け
だ
が
ん
」�

　
み
ん
な
大
笑
い
し
な
が
ら
、

外
の
消
毒
作
業
を
見
て
い
ま

し
た
。�

�

９８�９８�

会話の弾む会員さん�会話の弾む会員さん�
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報
を
広
報
へ�

頼りになるね！消防団�
消防団出動訓練�

　激しく降る雨の中で行われた消防団出動

訓練。今回は、防災無線が入るまで火災場

所を示さないといった、より本格的な訓練方

法がとられました。現場となった深溝字西

馬乗地内では、ぬかるんだ足元にもかかわ

らず、消防団員１３５人が迅速かつ的確な消

火に努めました。訓練に参加した団員は、「い

かなる状況でも対応できるように訓練してい

きたいです」と話していました。（3／4）�

地下に広がる芸術の世界�
駅前地下道へ卒業記念作品掲示�

　幸田駅・三ヶ根駅前地下道に、町内3中学校卒業

生の作成による貼り絵や描画の掲示が行われました。

これは、幸田ライオンズクラブが地下道の模様替え

として企画したもので、卒業記念にと、3中学校のク

ラス単位に制作を依頼したものです。掲示作業をお

手伝いした卒業生は、幸田町の思いや、未来の幸田

町を描いた自分たちの作品を一つひとつ丁寧に飾り

ました。（3／１０）�

坂崎地内の地下道へ卒業記念作成�
　落書きで悩まされていた地下道を、きれいにする

ために一役買って出た坂崎小学校6年生。キャンバ

スとなる壁に、坂崎の土地柄や小学校生活の思い出

を描きました。児童たちは、「お世話になった地下道

にお礼ができてよかったです」と話し、思いを込めて

制作にあたっていました。（3／１４）�

育てよう　福祉の心　南部中学校福祉の日�
　福祉の心を大切にしようと始まった南部中学校「福祉の日」。ことしも1・2年生によって、

老人福祉センターで劇の披露、三ヶ根駅・

深溝断層などでの清掃活動が行われま

した。劇では、生徒たちが台本をアレ

ンジし、とても愉快な内容に大変身し

た「貧乏神の宿賃」を演じ、お年寄り

の皆さんはとても楽しそうに観劇して

いました。（3／１４）�

にし�

ま のり �

大獅子・小獅子の舞�
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県下の文化が幸田で舞う　県民俗芸能大会�
　県下に伝わる無形民俗文化財の保存と伝承を図るとともに、郷土に伝わる民俗芸能への理解

を深めてもらうことを目的とした「県民俗芸

能大会（県教育委員会、幸田町主催）」を、

町民会館さくらホールで開催しました。この

日演じられたのは、額田町の「千万町の神楽」

や半田市の「大獅子・小獅子の舞」など5

演目。幸田町からは、幸田町三河万歳保存会

（塩谷蔦家会長）、中央小学校の三河万歳クラ

ブによる「幸田の三河万歳」を披露しました。

（2／２５）�

女性の会、50周年を迎える　こうた女性大会�
　健康な明るい家庭と連帯感にあふれた住

みよいまちを目指し活動を行っている「こう

た女性の会」。５０周年を迎えられた今回、

記念式典と総会、記念講演が町民会館さくら

ホールで行われました。講演では、キャスター・

リポーターの東海林のりこさんから、依頼の

あった仕事を全て受けてきたことで人生の幅

が広がったなどと、前向きに生きることの大

切さを学び、また、東海林さんの提案で、会

場の最高齢者の倉橋恵美子さんに花束がプ

レゼントされました。（3／１７）�

大獅子・小獅子の舞�大獅子・小獅子の舞�

し ょ う じ �

桜を増やして更なる名所に　21世紀記念植樹際�
　しだれ桜の名所である幸田町文化公

園で、幸田しだれ桜保存会（早川恒

久会長）のかたがたが、桜の苗木１００

本を植樹しました。今回の植樹は、新

世紀を迎えた記念に企画されたもので、

保存会員や町長らが公園東側の斜面

に一本ずつ丁寧に植樹しました。早川

会長は「春になるとしだれ桜を楽しみ

に、たくさんの人が集まる場所にした

いです」と話していました。（3／4）�
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スタート�

★看板�

甲山会館�歯科医師会�
緊急医療センター�

篭田公園�

R1

歯科の休日・夜間緊急診療�

５月の保健センター行事�

 ● 診療場所　岡崎歯科医師会緊急医療センタ
ー（岡崎市六供町三本松１８：岡崎歯科医師
会館隣　q２１－８０００）　＊岡崎歯科医師会
はq２１－０５０１�

  ● 日曜日・祝日の診療�
　受付時間　午前９時～１１時３０分�
　　　　　　午後１時～３時３０分�
  ● 平日夜間（月～土）の診療�
　受付時間　午後７時３０分～１０時３０分�

q６２－１１１１ 〈内線１８３〉�
q６２－８１５８  （直　通）�

行　　事�

日／曜� 受付時間� 備　　　　　　考�

リ ハ ビ リ �
テーション�

誰でもできる�
健 康 体 操 �

離 乳 食 講 習 会 �

母親教室（妊娠編）�

すくすく赤ちゃん教室�

エアロビクス�

毎火曜�
（祝日除く）�

１１日（金）�
１８日（金）�
２５日（金）�

毎月曜�
（祝日除く）�

８（火）�

２１（月）�

２５（金）�

午後１時�
　～１時３０分�

（申込み制）�

午後１時�
　～１時１０分�
午前９時３０分�
　～１０時００分�
午前１０時�
　～１１時３０分�

午後１時３０分�
　  ～３時３０分�

午前１０時�
　  ～１１時３０分�

対象‐４０歳以上で身体に障害をもつかた�
内容‐血圧測定・体操・作業療法的訓練�
事前に電話でお問い合わせてください。�

初心者向けです。�
効果的な歩き方や健康によい姿勢を学びます。�

対象‐生後２～４か月児の母�
内容‐離乳食の作り方・試食�
妊娠の経過と気をつけたい病気、妊娠体操・
妊娠中の栄養�
対象‐１歳未満児とその保護者�
内容‐赤ちゃん体操・話し合い�
年齢を問わず参加できるウォーキング中心の
体操です。老若男女参加は自由、無料。�

健　　診�

相　　談�

母 乳 相 談 � １０（木）�午前９時３０分  �～１１時�

午前９時３０分  �
～１１時�成人健康相談�２２（火）�

午前９時３０分  �
～１１時�育 児 相 談 �９（水）�２３（水）�

対象‐妊娠、生後３か月までの母子�
内容‐妊娠中の母乳の自己管理の方法、�
　　 乳房マッサージ、個別相談�
健康に関すること全般�
（栄養相談も含む）�

対象‐乳幼児�
内容‐保健婦、栄養士による健康相談・�
　　  身体測定�

＊各種相談は、電話でも随時受け付けしています。必要時には、家庭訪問指導も行います。�
＊離乳食講習会に赤ちゃんの同伴は必要ありません。�
＊乳幼児健診、相談、母親教室、母乳相談、育児相談、離乳食講習会、すくすく赤ちゃん教
室には、必ず母子健康手帳をお持ちください。�

1歳6か月児�
健　　　 診�  １０（木）�

午後１時～２時�
集団の話�

（１時～１時１５分）�

午後１時～２時�
集団の話�

（１時～１時１５分）�

（１１年１０月生）�

10か月児�
健　　　 診�１７（木）�

（１２年６月１６日生～７月１５日生）�

内容‐身体測定、歯科・内科健診、集団の話、
個別相談�

フッ素塗布�

2歳児歯科�
健　　　 診�  ２（水）�①午後０時４５分�

②午後１時４５分�１１年４月生の児�
および、その保護者�

内容‐歯科健診、歯みがき教室、フッ素塗布�

内容‐身体測定、内科健診、集団の話、�
　　  個別相談�
神経芽細胞腫検査用紙の配布�

内容‐身体測定、内科健診、集団の話、�
　　  個別相談�

午後１時～２時�
集団の話�

（１時～１時１５分）�

4か月児健診�２４（木）�
（１３年１月生）�

午後１時～２時�3歳児健診�１１（金）�
（１０年４月生）�

内容‐尿検査、身体測定、歯科・内科健診、�
　　  個別相談�

岡崎警察署�

岡崎�
商工会議所�R

2
4
8

夜間�
急病診療所�

当　直　医�

※保険証をお持ちください。�

※都合により当直医を変更することもありますので、

救急医療情報センター（q２１－１１３３）または幸田
町テレホンサービス（Á０１２０－３７８９８１）でご確認
ください。�

※夜間の内科・小児科・外科は岡崎市医師会公衆衛

生センター夜間急病診療所（岡崎市竜美西１－９－１

q５２－１９０６）で毎日診療します。�
受付時間：午後７時３０分～１０時３０分�

診療時間：午後８時～１１時�

診療時間（午前９時～正午・午後２時～６時）�

（　　　　　）�

5 月 3 日 �

５ 月 ４ 日 �

５ 月 ５ 日 �

５ 月 ６ 日 �

５ 月 １３ 日 �

５ 月 ２０ 日 �

５ 月 ２７ 日 �

救急医療情報センターへ問い合わせ�

救急医療情報センターへ問い合わせ�

救急医療情報センターへ問い合わせ�

内科又は小児科�
外 科 �
産 婦 人 科 �
皮 膚 科 �
耳鼻咽喉科�
眼 科 �

山 崎 内 科 胃 腸 科 �
ワシミ整 形 外 科 �
三ヶ根クリニック�
酒 井 皮 ふ 科 �
西 山 クリ ニ ック�
鍋 田 眼 科 医 院 �

幸田・菱池�
久後崎�
幸田・深溝�
矢　作�
幸田・大草�
中　島�

q
q
q
q
q
q

６２-５２２５�
５２-８８１１�
６２-２０５５�
３２-９９２９�
６２-８７８１�
４３-２０４６�

内科又は小児科�
外 科 �
産 婦 人 科 �
皮 膚 科 �
耳鼻咽喉科�
眼 科 �

岩 瀬 医 院 �
竜美ヶ丘整形外科�
吉 村 医 院 �
北 野 桝 塚 診 療 所 �
天 野 耳 鼻 咽 喉 科 �
桐渕アイクリニック�

福 岡 �
竜美中�
柱�

北 野 �
羽 根 �
羽 根 �

q
q
q
q
q
q

５１-９０３６�
５４-１５１５�
５１-１８９５�
３４-１００１�
５１-８７４１�
５１-１２７９�

内科又は小児科�
外 科 �
産 婦 人 科 �
泌尿器科・皮膚科�
耳鼻咽喉科�
眼 科 �

志 貴 医 院 �
光ヶ丘クリニック�
加藤産婦人科病院�
み し ま 医 院 �
犬 塚 耳 鼻 咽 喉 科 �
小島眼科クリニック�

上六名�
戸 崎 �
明大寺本�
康生南�
上 里 �
十 王１�

q
q
q
q
q
q

５３-１４８５�
５４-５５００�
２１-３２５１�
２１-１６４８�
２６-３３１４�
２５-５１５５

内科又は小児科�
外 科 �
産 婦 人 科 �
皮 膚 科 �
耳鼻咽喉科�
眼 科 �

玄 ク リ ニ ッ ク�
岡 崎 共 立 病 院 �
山 中 産 婦 人 科 �
こうた皮フ科クリニック�
水上眼科耳鼻咽喉科�
水上眼科耳鼻咽喉科�

柱�
羽 根 �
中 町６�
幸田・大草�
暮 戸 �
暮 戸 �

q
q
q
q
q
q

５８-３０８０�
５５-０６６０�
２１-８０１４�
５６-１３１１�
３３-２１１１�
３３-２１１１�

内科又は小児科�
外 科 �
産 婦 人 科 �
皮 膚 科 �
耳鼻咽喉科�
眼 科 �

岡田胃腸科クリニック�
岸 本 外 科 医 院 �
�
岡田胃腸科クリニック�
大 橋 耳 鼻 咽 喉 科 �
鈴 木 眼 科 医 院 �

若松東�
八 幡３�
�
若松東�
上六名１�
幸田・大草�

q
q
q
q
q
q

５４-０１２５�
２２-０９２６�
２１-１１３３�
５４-０１２５�
５２-０６８４�
６２-４６１２�

内科又は小児科�
外 科 �
産 婦 人 科 �
皮 膚 科 �
耳鼻咽喉科�
眼 科 �

川 部 内 科 皮 膚 科 �
野田整形外科クリニック�
�
川 部 内 科 皮 膚 科 �
康 生 医 院 �
矢 藤 眼 科 �

緑 丘 �
大 和 �
�
緑 丘 �
康生南�
能 見 �

q
q
q
q
q
q

５５-３３００�
３１-８８０８�
２１-１１３３�
５５-３３００�
２１-１３４０�
２１-０６４１�

内科又は小児科�
外 科 �
産 婦 人 科 �
皮 膚 科 �
耳鼻咽喉科�
眼 科 �

伊 藤 医 院 �
山 本 整 形 外 科 �
�
亀 井 皮 膚 科 �
島 田 耳 鼻 咽 喉 科 �
橋 本 眼 科 医 院 �

定 国 �
国 正 �
�
羽 根 �
伝 馬１
三 崎 �

q
q
q
q
q
q

４３-２６７８�
５７-５０８０�
２１-１１３３�
５３-１１２８�
２１-３３８７�
５３-９９０４�
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母子健康手帳を交付します�

とき　毎週月・木曜日　午前9時�

　～１１時３０分　＊祝日は除く�

持ち物　妊娠届出書�

そのほか　母子保健に関する相談�

問合せ　保健環境課健康係（内線１８３）�

パパママ教室で�
子育てを学びませんか�
�
とき　5月１６日(水)　午後1時～4時�
ところ　保健センター�
内容　生まれたばかりの赤ちゃんの抱
っこの仕方、オムツのあて方、お風呂
の入れ方、お産のときの補助動作（呼
吸、マッサージ）、家族計画について�
定員　１５組（３０人程度、先着順）�
受講料　無料�
そのほか　実技をしますので、動きや
すい服装でお越しください。母子健
康手帳をご持参ください。やむを得
ない場合は、妊婦のみや子育て協力

者の参加も可能です。�
申込み　保健環境課健康係（内線１８３）�
�
2・3種混合予防接種は�
指定医療機関で�
�
接種期間　5月1日から平成１４年2月２８日�
対象者　平成１２年1月1日から同年6月
３０日までの出生者／平成１１年１２月
　３１日以前の出生者で7歳6か月未満
の未接種者�
通知　4月下旬に郵送します。�
接種方法　3種混合は3～8週の間隔
で3回接種します／2種混合（百日せ
きにかかったかた）は、4～6週の間隔

で2回接種します／通知書に同封の
指定医療機関に予約して受けてくだ
さい。�
問合せ　保健環境課健康係（内線１８３）�
�
4月の神経芽細胞腫検査�
�
　平成１２年１０月生まれの子どもを対象
に、神経芽細胞腫検査を行います。4か
月児健診で配布した「ろ紙」に尿を湿ら
せて、愛知県健康づくり振興事業団へ
郵送してください。�
問合せ　岡崎保健所　q２２ー２５０１�
�
新生児訪問指導・相談�
�
　新生児（生後２８日ころまで）をお育ての
かたで、育児などについて心配や困ってい
ることのあるかたに、保健婦または助産婦
が家庭に出向いて相談を受けます。詳し
いことは電話でお問い合わせください。�
問合せ　保健環境課健康係（内線１８３）�
�
老人健康相談�
�
とき　毎週火・水・金曜日  午前１０時～１１時�
ところ　老人福祉センター�
内容　検尿、血圧測定、診察（水のみ）、
保健指導�

そのほか　相談を受けるかたは健康手
帳をお持ちください／曜日は都合に
より変更することもあります。�
問合せ　保健環境課健康係（内線１８３）�
�
難病相談�
�

とき　相談したい日時を電話予約  �
ところ　岡崎市医師会難病相談室�

問合せ　岡崎市医師会　q５２ー３５２６�

\ \ \

\ \

ストレス度セルフチェック・チャート�

\ \ \

\ \ \

\ \ \

ま
あ
十
分
�

十分に�
ま
あ
十
分
�

いつも十分�

だ
い
た
い
�

いつも�
だ
い
た
い
�

いつも�

少
し
は
�

十分に�
だ
い
た
い
�

いつも�

意見があれば、
その場でいって
しまう。�

ひとたび職場を離
れたら仕事のこと
は一切忘れる。�

仕事の合間に
柔軟体操をす
る。�

危険域！！�
これでは、ちょっとしたス
トレスでもダメになってし
まいます。チャートの項目
を1つでもいいから実行
しましょう。でないと、い
ずれはストレス病に…。�

ほかの何よりも
仕事が優先する
とは思わない。�

食事の内容に
は気をつかって
いる。�

要注意！！�
多少ストレスとつき合え
るようですが、この程度
では、大きなストレスに襲
われたとき無理。もっと
積極的にストレス解消法
を身につけましょう。�

お酒は1人で飲
まない。�

規則的に何か
の運動をしてい
る。�

まずまず�
職場でも、職場外でももう
少し気持ちを発散させると、
もっとスッキリするでしょう。
いい意味で人生の手抜き
を身につけたいもの。少し
生まじめすぎます。�

ときには仕事で
気や手を抜くこ
とがある。�

自分なりのウッ
プン晴らしの方
法を持っている。�

合格圏！！�
ストレスとのつき合い方が、
じつに上手。いまの調子で
やっていけばストレス病に
かかることはないはずです。
いつもでも、心と体を健康
に保ってください。�

眠いときは無理
せず仮眠する。�

どんなに忙しく
ても食事は欠か
さない。�

毎晩ゆっくりと
入浴する。�

一家団らんを楽
しんでいる。�

家族や友人とよ
く話す。�

睡眠時間はたっ
ぷりとっている。�

趣味は？と聞か
れたら、すぐに
答えられる。�

�

ストレス・コントロール法の１０か条�
　次に示すストレス・コントロール法を参考に、上手にストレスとつきあう方法を見つけてくださ
い。①完ぺき主義を捨てる　②現実を直視する　③自分なりのストレス尺度を持つ　④心から
打ち込める趣味を持つ　⑤つらくなったら悲鳴をあげる　⑥悩みを打ち明けられる心の友を
持つ　⑦軽い運動でいい汗をかく　⑧先入観をもって人と接しない　⑨解決を先に伸ばさな
い　⑩「ノー」という勇気をもつ�

しゅ�

スタート�スタート�
関谷式�

健康健康
あらかると
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幸田町役場　q６２-１１１１㈹�

負担金を免除します。受診前に保健
環境課健康係に申し出てください。�
①生活保護法による被保護世帯に属す
るかた�
②町民税非課税世帯に属するかた�
③満７０歳以上のかた（4月1日現在）　
＊ただし、脳ドック、肺ドックについては、
個人負担金が必要です。�
④昭和7年から１１年生まれで、身体障害
3級以上のかた�
問合せ　保健環境課健康係（内線１８３）�

肺ドックで肺がんの早期発見、早期治療を�
　現在、日本の三大死因は生活習慣病です。亡くなるかた
の約6割が生活習慣病で命を落としています。�
　中でも死因の第1位はがんです。特に、肺がんによる死
亡者数は、年々増加し、男性では平成5年に胃がんを抜い
て第1位になりました。�
　肺がんの早期発見、早期治療のために、特に次のかたは
肺ドックを受けましょう。呼吸困難の原因となる肺気腫の
発見にも役立ちます。�
●ヘビースモーカー（喫煙指数が６００以上）のかた　＊喫煙指数＝(1日に吸うたば
この本数)×(たばこを吸った年数)　●たんやせきがしつこく出るかた　●有機溶
剤や粉じんなどの特殊作業経験のあるかた　●家系に肺がんのあるかた�
※肺がんで最も重要な危険因子は喫煙です。喫煙開始年齢が若く、喫煙量が多いほど肺がんの
発生する危険が増大すると言われています。肺ドックを受けるとともに、禁煙を心がけましょう。�
問合せ　保健環境課健康係（内線１８３）�

平成１３年度の�

予防接種�
　本町では、予防接種がなるべく重ならないように、
順次個別通知をしています。通知書が届いたら、
接種間隔を考慮して、早めに接種してください。�
　なお、小中学校の集団接種は、各学校から通知
があります。�
問合せ　保健環境課健康係（内線１８３）�

平成平成１３年度予防接種予定表年度予防接種予定表�平成１３年度予防接種予定表�

町内町内の予防接種指定医療機関予防接種指定医療機関�町内の予防接種指定医療機関�

予防接種�

ポ リ オ�

麻 し ん �
医療機関名� 住所・電話� 3種�

混合�
2種�
混合�

麻�
しん�

風�
しん�

日本�
脳炎�

風 し ん �

2種混合�

日本脳炎�

Ｂ Ｃ Ｇ �

2期�

1期�
初回�
1期�
追加�
2期�
3期�

3種混合�
（2種混合）�

期　　間� 新規対象者� 対象年齢�方法�
 4月～ 5月�
１０月～１１月�
4月１０日～2月�
 5月～ 2月�
 8月～ 2月�
 9月～ 2月�
 6月～ 2月�
（随時送付）�

 9月�
 7月～ 2月�
１０月～ 2月�
１１月～ 2月�
１２月～ 2月�
 1月～ 2月�
 8月～ 2月�
１１月～ 2月�
１２月～ 2月�
 1月～ 2月�
１０月�

 4月～ 8月�

 4月～ 8月�

 7月�
 6月～ 7月�
 6月～ 8月

� 1月～ 2月�

集団�

�

個別�

�

集団�

�

個別�

�

個別�

�
集団�

個別�

�
集団
�

集団�

生後３～９０月�

生後８～９０月�

生後１７～９０月�

１１～１２歳 �

生後１２～９０月�

生後１３～９０月�

１４～１５歳 �

生後３６～９０月�

生後４８～９０月�

９ ～ １２ 歳 �
１４～１５歳 �

生後５～４８月�

Ｈ１２.7.1～Ｈ１２.１２.３１生�
Ｈ１３.1.1～Ｈ１３.6.３０生�
初回1回または2回接種済者�
Ｈ１２.1.1～Ｈ１２.6.３０生�
Ｈ１２.7.1～Ｈ１２.9.３０生�
Ｈ１２.１０.1～Ｈ１２.１２.３１生�
Ｈ１１.1.1～Ｈ１１.１２.３１生�
初回3回目から1年後�
Ｈ1.4.2～Ｈ2.4.1生（小6）�
Ｈ１２.1.1～Ｈ１２.6.３０生�
Ｈ１２.7.1～Ｈ１２.9.３０生�
Ｈ１２.１０.1～Ｈ１２.１０.３１生�
Ｈ１２.１１.1～Ｈ１２.１１.３０生�
Ｈ１２.１２.1～Ｈ１２.１２.３１生�
Ｈ１１.１２.1～Ｈ１２.6.３０生�
Ｈ１２.7.1～Ｈ１２.9.３０生�
Ｈ１２.１０.1～Ｈ１２.１０.３１生�
Ｈ１２.１１.1～Ｈ１２.１１.３０生�
Ｓ６２.4.2～Ｓ６２.１０.1生（中2）�

Ｈ9.4.2～Ｈ１０.4.1生�
Ｈ8.4.2～Ｈ9.4.1生
初回から概ね1年後�
Ｈ3.4.2～Ｈ4.4.1生（小4）�
Ｓ６１.4.2～Ｓ６２.4.1生（中3）�
Ｈ１２.7.1～Ｈ１２.１２.３１生�
Ｈ１３.1.1～Ｈ１３.6.３０生�

1期�
初回�

1期�
追加�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

―�

○�

―�

―�

―�

○�

○�

○�

○�

―�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

―�

幸田産婦人科�

佐野胃腸科外科�

三ヶ根クリニック�

鈴 木 内 科 �

とみた小児科�

日 高 医 院 �

牧原整形外科クリニック�

むらかみ整形外科�

山　内科胃腸科�

大草字広野７６�

大草字松山１２-４�

深溝字権行寺１１�

菱池字三保田１-７４�

横落字竹ノ花２-１�

深溝字東道祖神７-１�

芦谷字後シロ５-１�

高力字広面２�

菱池字源田６１-１�

q６２-８６７５�

q６２-５４１１�

q６２-２０５５�

q６２-８１８１�

q６３-１１８０�

q６３-１１５５�

q６３-５６７８�

q６３-２３６６�

q６２-５２２５�

＊�
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テレホン�
　　サービス�２４�
●当直医を知りたいとき�
　フリーダイヤル�

Á0120-378981
ミンナノヤクバイチバン�

健康健康
あらかると

各種検診を受けましょう�
�
　人間ドック、脳ドック、肺ドック(新)、各
種がん検診など（各種検診実施予定表
のとおり）の申し込みを受け付けます。
ご希望のかたは、各区から回覧される
申込書に必要事項を記入してお申し込
みください。�
申込期限　5月8日(火)�
注意事項�
①会社などで検診する機会のあるかたは、

そちらを優先してください。�
②各種検診は、年度内に1回の受診に
限ります。�
③肺ドックを新たに実施します（定員１０
０人）。�
④脳ドックについては、今までに受けら
れたかたは受診できません。�

⑤人間ドックを受けられるかたは、住民
検診は受けられません。�

⑥がん検診などは、１つ（例えば、乳がん
検診のみ）でも、受けることができます。

人間ドックには、胃がん、大腸がん、骨
粗しょう症検診（女性）が含まれてい
ます。�
⑦国民健康保険の主催する人間ドックは、
昨年に引き続き今年度も実施しませ
んので、受診を希望されるかたは、こ
の機会にお申し込みください。�
⑧検診の詳しい日程などについては、
後日個人通知します。�
個人負担金�
　次の①～④に該当するかたは、個人

平成１３年度各種検診実施予定表�

実施期間�

人間ドック� 脳ドック� 肺ドック�

対象者�

会場�

実施期間�

胃、大腸がん検診� 女性（乳、子宮、骨粗しょう症）検診�

対象者�

会場�

内容�

注意事項�

受益者負担金�

内容�

注意事項�

個人負担金�

保健センター会場　7～8月�
公衆衛生センター会場　6～1月 

１９歳以上で幸田町に住所のあるかた�

9月� 7、　8、　１０月�

保健センター�

１９歳以上で幸田町に住所のあるかた�

保健センター�

１，０００円�
（胃がん：６００円、大腸がん：４００円）�

胃部レントゲン検査�
2日間便潜血反応検査�

人間ドックを受けられるかたは、申し込まない
でください（人間ドックに含まれています）。�

公衆衛生センターで人間ドックを受けられるかたは、それと同時に、乳がん、
子宮がん検診を受けることができます（検査当日に希望をお聴きします）。
公衆衛生センターで受けられるかたは、こちらには申し込まないでください。�

乳がん：触診、超音波断層撮影　子宮がん：細胞診（子宮頚部）
骨粗しょう症：超音波断層撮影�

２，０００円�
（乳がん：１，０００円、子宮がん：５００円、骨粗しょう症：５００円）�

７,０００円(希望者　乳がん：１,０００円、子宮がん：５００
円、骨粗しょう症：５００円) 

保健センター�
岡崎市医師会公衆衛生センター�

胃、大腸がん検診、胸部レントゲン、血液検査�
腹部エコー、骨粗しょう症検診（女性のみ）、前立
腺がん検診（男性のみ）、眼底、眼圧、心電図、肺機
能検査など�

2会場で行います。会場を選んでください。�
公衆衛生センターで人間ドックを受けられる女性は、それと同時
に乳がん、子宮がん検診を、また、今回から男性も、骨粗しょう症
検診を受けることができます（検査当日に希望をお聴きします）。�

頭部ＭＲＩ，ＭＲＡ（磁気共鳴
画像診断法）�
後日、専門医による結果説明
あり�

平成１１年度及び１２年度に、
幸田町で受けられたかたは
申し込みできません。�

定員１００人�

胸部レントゲン撮影�
胸部ヘリカルＣＴ撮影�
喀痰検査（3日法）�

岡崎市医師会公衆衛生センター�

1万５,０００円 1万円�

３５歳以上で幸田町に住所のあるかた�

6～2月 6～1月 

平成１３年度予防接種予定表�

町内の予防接種指定医療機関�

△
�
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幸田町役場　q６２-１１１１㈹�

戸籍異動�２月届出分�（順不同・敬称略）�

おめでとうございます�

保護者�

悟�

文彦�

良二�

正樹�

修�

淳夫�

雄市�

貴隆�

久人�

敏史�

裕幸�

正樹�

泰和�

昌宏�

則夫�

英司�

俊宏�

区�

須美�

六栗�

市場�

鷲田�

須美�

鷲田�

大草�

市場�

岩堀�

鷲田�

野場�

上六栗�

里�

横落�

大草�

芦谷�

鷲田�

出生児�

浅井　志織�

杉浦沙也香�

宮瀬　 唯�

石川　七聖�

佐野　玲奈�

太田　康介�

　田萌々子�

高橋　昇矢�

水野　剛志�

石川　拓実�

松下　裕姫�

大須賀光輝�

吉見　 武�

市川　大樹�

加藤　月子�

河口　亮司�

兵藤　麻衣�

しおり�

さやか�

ゆい�

ななせ�

れいな�

こうすけ�

ももこ�

しょうや�

つよし�

たくみ�

ゆき�

こうき�

たける�

だいき�

つきこ�

りょうじ�

まい�

おくやみ申し上げます�

世帯主�年齢�

５４�

７６�

８８�

７７�

６０�

８５�

９３�

７０�

８４�

８７�

６９�

８４�

７３�

８４�

区�

大草�

大草�

大草�

里�

岩堀�

海谷�

大草�

横落�

高力�

野場�

岩堀�

市場�

新田�

須美�

死亡者�

三浦　哲夫�

森田ひさ子�

羽根渕精一�

杉浦　一三�

本多　厚子�

村越ふじゑ�

齋藤　和一�

畔　さとえ�

谷川ヨネコ�

鈴木　和七�

志賀　正治�

佐藤　フジ�

都築　  繁�

朝岡　  茂�

*プライバシー保護のため、希望者のみ

掲載しています。掲載希望のかたは、届

け出時に住民児童課にお申し出ください。�

介護保険シリーズW　【介護保険Ｑ＆Ａ】�

問：介護保険サービスを利用し、一月の負担が３万円を超えたのですが、
何らかの措置はありますか�

�

答：高額介護サービスに該当すれば、�
　　基準額を超えた部分が戻ってきます�

三浦きみ代�

森田　勝　�

　根渕　弘�

杉浦　文雄�

本多　高志�

村越　  健�

齋藤　  力�

畔　　政　�

谷川　元重�

鈴木　秀夫�

志賀セツ子�

佐藤　勝之�

都築　悟美�

朝岡きく江�

町税などの納入は�
口座振替の利用を�
�

　口座振替の申請は、税務課または町

内金融機関の窓口で行っていますが、4

月1日から新たに次の税・料金などが、郵

便振替でもできるようになりました。�

税・料金など　町県民税、固定資産税、

都市計画税、軽自動車税、国民健康保

険税、国民年金保険料、保育料、町営

住宅家賃、し尿くみ取り手数料、下水

受益者負担金、介護保険料、上下水

道料金�

問合せ　税務課収納係（内線１３３）�

�

｢子どもの遊び博覧会｣を�
開催しています�
�

　ネット上に創られたバーチャル会場

でインターネットを利用した行事を展開

する「インターネット博覧会（インパク）」

が１２月３１日まで開催されています。�

アドレス　http://www.inpaku.pref.

　aichi.jp/�

内容　遊びの楽しさの再発見をコンセ

プトに、懐かしい遊びや世界の遊び、

ネット上でのゲームなど、遊びに関す

るさまざまな情報を紹介しています。

また、新しい遊びを企画、意見を募集

しながら創造し、夏休みにリアルイベ

ントで体験することができます。遊び

いっぱい、夢いっぱいの「子どもの遊

びの博覧会」へ、アクセスしてください。�

問合せ　県企画振興部情報企画課　

q０５２－９６１－２１１１�

�

寄付ありがとうございます(敬称略)�
�

身体障害者福祉センターへ　成瀬孝

行　トレーニングマット２組�

　介護保険では、月の間に利用した
介護サービス費用額に対する自己負担
額の合計額が一定額を超えると、その
超えた負担金額が戻ってきます。この
制度のことを、高額介護サービス費支
給制度といいます。基準額は表のよう
に定められており、その額を超えた額
について支払われます。�
　質問の場合で、その世帯が②の非
課税世帯の場合は、3万円ー2万４,６００円＝５,４００円となり、５,４００円が戻ってきま
す。従って、③の世帯だと返戻はないことになりますが、世帯で何人かの利用者が
いた場合、個々の負担額の合計が基準額を超えると返戻の対象となります。�
　なお、福祉用具購入費や住宅改修費及び施設入所の場合は、食費の標準負担額
や日常生活費は対象になりません。�
申請に必要な書類など　一部負担金の領収書、振込先口座の分かるもの、印鑑�
　＊今後は、該当するかたに町から案内などを送付する予定でいますが、今までの分
については関係機関などとの調整に手間取っており、通知が遅れていますので、
該当すると思われるかたは、福祉介護課へお問い合わせください。�
問合せ　福祉介護課福祉係（内線１２３）�

高額介護サービスの基準額�
①生活保護世帯及び老齢福祉年金受
給者で住民税非課税の世帯�
　　　　　　　　　月1万５，０００円�
②住民税非課税世帯　月2万４，６００円�
③上記以外の世帯　月3万７，２００円�

▼
�
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情報あらかると�

相　談�

そのほか�

警察官を募集します�
�

募集期間　①警察官（大卒、平成１４年4

月採用)、警察官（大卒、平成１３年１０月

採用)、警察官（短大・高卒、平成１４年

4月採用)　4月２５日(水)～5月１６日(水)

②警察官（短大・高卒、平成１４年4月

採用）　8月１６日(木)～9月3日(月)�

試験日　①5月２７日(日)　②9月１６日(日)�

問合せ　岡崎警察署（q５８－０１１０）も

しくは最寄の交番、駐在所へお問い

合わせください。�

�

自衛官を募集します�
�

　平成１３年度の自衛官幹部候補生を

募集します。�

募集期間　4月9日(月)～5月１１日(金)�

応募資格　２２歳以上２６歳未満の男女�

一次試験日　5月２６日(土)・２７日(日)　

＊２７日は飛行要員希望者のみ�

問合せ　自衛隊岡崎出張所q２１－７３０３�

�

子育て出張相談�
�

　4月から子育て支援センター職員に

よる出張相談を行います。�

とき　毎月2・4水曜日　午前１０時～１１

時３０分�

ところ　横落児童館�

問合せ　子育て支援センター�

　q６２－８３３３�

�

もっと緑を�
緑化木の無料配布を行います�
�

　緑化に対する理解を深め、明るいまち

づくりを推進するために、4月1日から5

月３１日までの2か月間、県下一斉に「春

の緑化推進運動」が展開されます。�

【緑化木無料配布】�

とき　4月２７日(金)　午前9時３０分～�

ところ　役場玄関前　＊先着順�

種類　ツバキ、ドウダンツツジ、ブルーベリー�

【緑の募金運動】�

　地域、職場、学校、公共施設などの緑

化を図り、緑化環境の向上のための募

金を行います。皆さんのご協力をお願

いします。�

問合せ　産業課農政係（内線２１５）�

�

福祉タクシーに助成します�
�

　身体障害者手帳または療育手帳をお

持ちのかたは、日常生活で外出の便宜

を図るためにタクシーを利用された場合、

料金の一部を助成します。�

対象　上肢、下肢、体幹、視覚及び聴覚

障害者で、1から3級及び内部障害者

1級のかた／療育手帳のＡまたはＢ

判定のかた　＊ただし、県条例の自

動車及び町条例の軽自動車の減免を

受けているかたは除きます。�

助成内容　基本料金及び送迎料金�

　＊月4枚程度�

申請に必要なもの　①身体障害者手

帳または療育手帳　②印鑑�

問合せ　つどいの家　q６３－２９４１�

�

免許証申請時の写真が�
省略になります�
�

　4月1日から次のかたは、免許証申請

時の写真が省略になります。�

●県内全ての免許更新申請をされるかた

（県外からの転入と同時に免許更新申請

をされるかたを含みます）　●受けてい

る免許の一部取り消しを希望されるかた�

　ただし、次の申請、届け出のかたは、

従来どおり写真が必要です。�

○免許証の再交付　○県外から転入さ

れたかたの住所変更　○国外免許証

○新規免許証（期限切れを含みます）　

○外国免許から国内免許への切り替え�

　また、住所地以外でも更新ができるよ

うになります。管轄以外での受け付けは、

県内の優良講習対象のかたのみです（県

外からの転入と同時に免許更新申請を

されるかたを含みます）。�

問合せ　岡崎警察署　q５８－０１１０�

�

あなたの周りにも危険が！�
「ケシ」についてのお願い�
�

　皆さんの周りに生えているケシには、

ひなげしのように観賞用として楽しむ

ものが多くありますが、ケシの中の一部

には、アヘンの原料となるケシがあり、

栽培することが禁止されているものが

あります。�

　禁止されているケシは、県内に広く分

布しており、4月上旬からつぼみが出始め、

4月中旬から5月下旬にかけて、赤紫色

の花が咲くもの（セテェゲルム種）や4

月中旬からつぼみが出始め、5月上旬か

ら6月下旬にかけて白、赤、紫色などの

花が咲くもの（ソムニフェルム種）があ

ります。これらのケシは、図のようなケ

シボウズをつけるのが特徴です。�

　犯罪を未然に防ぐには、これらのケ

シをできるだけ花が咲かないうちに抜

き取ることが重要となります。�

　皆さんのお宅の庭や田畑だけでなく、

道路や空き地でケシを見つけましたら、

抜き取らずに保健環境課もしくは岡崎

保健所までご連絡ください。�

問合せ　保健環境課環境衛生係（内線

１８２）、岡崎保健所　q２２－２５０１�

� ケシボウズ�

上部の葉は、のこぎり状で�
わずかな切れこみがある�
葉のつけ根は、茎をやや�
抱きこんでいる�

下部の葉は、切れこみが�
大きい�

土地のやせているところでは丈が極めて小さいものもある�
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幸田町役場　q６２-１１１１㈹�

毎月の相談�

と　き�

ところ�

問合せ�

4月１８日（水）午前9時～正午�

福祉サービスセンター�

総務課行政係（内線３３５）�

●行政相談�

と　き�

ところ�

問合せ�

4月１２日（木）午後1時～3時�

役場3階３０１会議室�

住民児童課戸籍住民係（内

線１１２）�

●法律相談（予約制）�

と　き�

ところ�

問合せ�

毎週水曜日　午前9時～正午�

福祉サービスセンター�

社会福祉協議会�

q６２ー７１７１�

●心配ごとお気軽相談�

と　き�

�

ところ�

問合せ�

毎週火・水・金曜日�

午前9時～午後5時３０分�

中央公民館内少年相談室�

ＴＥＬ・ＦＡＸ　６３ー１１８８�

＊ＦＡＸ相談も受け付けます。�

●少年相談（面接及び訪問相談可）�

と　き�

�

ところ�

問合せ�

毎月第2・4火曜日�

午前１０時～午後3時�

つどいの家相談室�

つどいの家　q６３ー２９４１�

●身障者・知的障害者相談�

と　き�

�

ところ�

問合せ�

毎月第1・4水曜日�

午前１０時～午後4時�

福祉サービスセンター�

福祉介護課福祉係（内線１２４）�

●女性相談�

と　き�

�

ところ�

問合せ�

毎月第1・2・3月曜日�

午前１０時～午後4時３０分�

福祉サービスセンター�

福祉介護課福祉係（内線１２４）�

●母子家庭相談�

と　き�

�

�

ところ�

問合せ�

月～金曜日�

午前8時３０分～午後5時�

土曜日　午前8時３０分～正午�

子育て支援センター�

子育て支援センター�

q６２ー８３３３�

●子育て相談（訪問相談可）�

＊福祉サービスセンターは、保健セン

ター敷地内にあります。�

～１１時３０分　＊全６回�

ところ　さくら会館�

内容　漢和辞典に親しむ／語いを豊か

にする／漢字仮名まじり文を正確に

書く�

定員　４０人　＊応募者多数時は抽選�

受講料　無料　＊教材費２,０００円は自

己負担�

講師　日本漢字能力検定協会　中川

幸三氏�

申込み　4月２７日(金)までに生涯学習

課生涯学習係(内線４１３）へお申し込

みください。�

�

「歴史と文学講座」で�
古事記を学びませんか�
�

　古事記を一緒に読み、おおらかな古

代の人々の暮らしや心、神話と歴史に

ついて学びましょう。�

とき　5月１２日から6月２３日までの毎週

土曜日（6月2日は休み）　午後1時３０

分～3時３０分　＊全6回�

ところ　さくら会館�

内容　テーマ「神々と英雄たち」　　

伊耶那岐・伊耶那美／天照大神・須佐

之男／大国主／爾爾芸・木花之佐久夜

毘売／海幸彦・山幸彦／倭 建 命�

定員　４０人　＊応募者多数時は抽選�

受講料　無料�

講師　県文化財保護指導員　水野武

至氏�

申込み　4月２７日(金)までに生涯学習

課生涯学習係(内線４１３）へお申し込

みください。�

�

６５歳到達者の介護保険被保険
者証交付説明会を行います�
�

　満６５歳で介護保険の第１号被保険者

になりますので、被保険者証を交付し、

介護保険制度の説明を行います。�

とき　4月２７日(金)　午前１０時～１１時�

ところ　保健センター　視聴覚室�

対象者　昭和１１年5月2日から同年6月

1日生まれのかた�

持ち物　筆記用具�

そのほか　介護保険料の口座振替を

希望される場合は、預金通帳と届け

出印をご持参ください。�

問合せ　福祉介護課介護保険係（内線

１２６）�

�

「親子親子ふれふれあいひろば」で楽しいひとときを�「親子ふれあいひろば」で楽しいひとときを�
日程・内容�

回�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

　パンダグループ�

5月１０日（木）�

5月１７日（木）�

5月２４日（木）※パンダ・コアラグループ合同開催�

5月２５日（金）※パンダ・コアラグループ合同開催�

5月３１日（木）�

6月 7日（木）�

6月１４日（木）�

6月２１日（木）�

6月２８日（木）�

7月 5日（木）�

7月１２日（木）�

コアラグループ�

5月１１日（金）�

5月１８日（金）�

�

�

6月 1日（金）�

6月 8日（金）�

6月１５日（金）�

6月２２日（金）�

6月２９日（金）�

7月 6日（金）�

7月１３日（金）�

内　　容�

はじめましての会�

おさんぽ�

うんどうかい�

お茶べり会�

ボールでああそぼう＋ママの企画�

音であそぼう＋ママの企画�

どろんこあそび＋ママの企画�

あわであそぼう�

水あそび�

たなばた�

おわりの会�

時間　午前１０時３０分～１１時３０分　＊全１１日�
ところ　さくら会館�
対象　保育園にあがるまでの乳幼児とその親�
定員　各２０組　＊応募者多数時は抽選�
受講料　無料　＊内容によって実費徴収します。�

講師　子育てネットワーカー�
申込み　4月２３日(月)までに生涯学習課生涯
学習係(内線４１３）へお申し込みください。�

そのほか　下のお子さんを連れてきても構
いません。申し込み時にお知らせください。�

�

い　ざ　な　ぎ�

の　お� おおくにぬし�

やまとたけるのみこと�うみさちひこ やまさちひこ�

こ　の　は　な　さ　く　や�

　　ひ　め�

に　に　ぎ�

い　ざ　な　み� あまてらすおおみかみ� す　さ　�
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募　集�

レディースバドミントン大会に�
参加しませんか�
�

とき　5月１３日(日)　午前９時～�

ところ　中央小学校体育館�

競技方法　ダブルス、トーナメント戦　

＊1セット１１点3セットマッチ2セット先

取方式�

申込み　5月１０日

(木)までに生涯

学習課スポーツ

係（内線４１１）

へお申し込みく

ださい。�

�

ソフトテニス教室に�
参加しよう�
�

とき　5月１０日から毎週木曜日午前9時

３０分～１１時３０分　＊全8回�

ところ　文化公園テニスコート�

定員　３０人　＊先着順�

受講料　２,０００円�

申込み　5月8日(火)までに生涯学習課

スポーツ係（内線４１１）へお申し込み

ください。　�

�
卓球教室に参加しよう�
�

とき　5月１３日から7月1日の毎週日曜

日　午後7時～9時　＊全8回�

ところ　幸田中学校卓球場�

定員　３０人　＊先着順�

受講料　２,０００円�

申込み　5月１０日(木)までに生涯学習

課スポーツ係（内線４１１）へお申し込

みください。�

�

ソフトバレー審判講習会を�
行います�
�
とき　5月１３日(日)　午前9時３０分～�

ところ　勤労者体育センター�

受講料　無料�

申込み　当日会場で受け付けます。�

問合せ　生涯学習課スポーツ係（内線

４１１）�

�

ユニホッケー指導者講習会を�
行います�
�

とき　5月１３日(日)　午後1時～�

ところ　勤労者体育センター�

受講料　無料�

申込み　当日会場で受け付けます。�

問合せ　生涯学習課スポーツ係（内線

４１１）�

�

太極拳で健康づくり�
�

とき　4月から翌年3月までの毎週水曜

日　午前9時３０分～１１時�

ところ　中央公民館　中ホール�

対象　町内在住・在勤者�

定員　約１００人　＊先着順�

受講料　無料�

講師　土田庄比知氏�

申込み　住民児童課国保年金係（内線

１１５）で随時受け付けます。�

　�

３Ｂ体操で�
楽しみながら健康づくり�
�

　3Ｂ体操は、3つの手具（ボール、ベル、

ベルター）の頭文字をとって名付けられ

たものです。それぞれの手具の特性を

生かし、音楽に合わせて全身を伸ばす

健康体操です。�

とき　5月9日から7月１１日までの毎週

水曜日　午前１０時～１１時３０分 　　

＊全１０回�

ところ　六栗公民館�

定員　３０人　＊応募者多数時は抽選�

受講料　無料　＊手具４,９００円は自己

負担�

講師　3Ｂ体操協会師範　太田孝子さん�

申込み　4月２４日(火)までに中央公民

館（内線１９６）へお申し込みください。�

�

肩こり・腰痛に効果的�
中国気功を習おう�
�

　気功は健康法の一つです。自分に合

う生命エネルギー「気」を知ることで、

気血の巡りを良くし、自己治癒能力を向

上させます。�

とき　5月１０日から7月１２日までの毎週

木曜日　午後1時３０分～3時　＊全１０回�

ところ　坂崎公民館�

定員　２５人　＊応募者多数時は抽選�

受講料　無料�

講師　田中利枝子さん�

申込み　4月２４日(火)までに中央公民

館(内線１９６）へお申し込みください。�

�

シルバースクールで�
はつらつ人生�
�

　毎月１回、料理やスポーツ、バス見学

など、みんなでワイワイ過ごしましょう。�

とき　5月から翌年2月までの毎月1回

＊全１０回�

対象　町内在住者で６０歳以上のかた�

定員　６０人程度�

受講料　無料　＊内容により実費負担�

申込み　4月２７日(金)までに生涯学習

課生涯学習係（内線４１３）へお申し込

みください。�

�

漢字検定講座で�
あなたも漢字に強くなる�
�

　「漢字能力検定2級合格」は社会人

の常識です。とはいっても、2級合格は

難関です。漢字検定にこだわらず、語い

力をつけたいかた、漢字に興味のある

かたにおすすめです。�

とき　5月１２日から6月２３日までの毎週

土曜日（6月2日は休み）　午前１０時

「親子ふれあいひろば」で楽しいひとときを�
しょうひち�

広報こうた●２００１（H１３）.４.１２７



幸田町役場　q６２-１１１１㈹�

スポーツ�
�

�

�

�

町民プールトレーニング室
を午前から開館します�
�
　町民プールの平日利用時間は、午後

1時から午後9時までとなっていますが、

少しでも多くのかたに利用していただ

くため、トレーニング室を午前１０時から

開館します。�

開館時間　平日（火～金曜日）午前１０

時～�

実施期間　4月1日～7月１９日�

　＊土・日曜日・祝日、7月２０日～8月３１日

は夏休み時間となり、午前１０時から

開館（全ての施設）します。�

利用方法　入場・退場方法は従来どお

りです／利用できるかたは、すでにト

レーニング室利用の講習を受けてい

るかたです（講習を受けていないか

たは、講習後利用できます）／トレー

ニング室を利用したかたは、退場す

ることなく午後1時からプ－ルも利用

できます。�

問合せ　町民プール　q５６－８１１１�

Vol.1

岡崎市・幸田町・額田町の広域情報�

2001

となりのトコロ再スタート�
�
　平成１１年度で終了した「となりのトコロ」�

ですが、皆さまからのご要望が多いため、

今回から、岡崎市と額田町の情報を隔月

掲載していきます。�

�

●●●岡崎市●●●�
岡崎の春を彩る時代絵巻�

家康行列�
とき　4月8日(日)�

【出陣式】�

　伊賀八幡宮は、代々松平家、徳川家の

尊崇を受けた神社で、家康公も大きな合

戦の際には、必ず参拝したといわれてい

ます。行列も家康公にならって、伊賀八

幡宮の拝殿でお祓いを受けて出発します。�

ところ　伊賀八幡宮�

時間　午後1時～1時３０分�

【家康行列】�

　伊賀八幡宮を出発した家康公を始め

三河武士たちが、勇壮な武者姿で市内を

練り歩きます。�

ところ　伊賀八幡宮→康生通り→籠田

　公園→名鉄東岡崎駅→乙川河川敷�

時間　午後1時３０分～3時�

【模擬合戦】�

ところ　乙川河川敷�

時間　午後3時３０分～�

問合せ　岡崎市観光協会　q２３－６２１７�

　＊雨天時の開催については、ＦＡＸサー

ビス（q２２－７７７７、メニュー番号６００）

でご確認ください。�

�

●●●額田町●●●�
新緑がまぶしい�

くらがり・�
かおれ渓谷新緑まつり�
　新緑のシーズン到来で、くらがり渓谷

やかおれ渓谷では、美しい新緑や満開の

桜といったすばらしい景観が楽しめます。�

　新緑まつりの期間中は、各種イベント

が開催されますので、ご家族でお出かけ

ください。�

【写生大会】�

とき　4月２１日(土)～5月6日(日)�

ところ　くらがり渓谷観光案内所�

内容　優秀作品表彰、展示�

【ちびっこマス釣り大会】�

とき　5月3日(木)、5日(土)�

ところ　くらがり渓谷マス釣り場�

問合せ　碧水会　q８３－２０７５�

【日近の里こいのぼり揚げ】�

とき　4月２２日(日)～5月１９日(土)�

ところ　かおれ渓谷�

内容　日近の里にこいのぼり２００匹が泳

ぎます。初日は、各種イベントを行います。�

問合せ　形埜地区協議会　q８４-２０４０�

ト
コ
ロ
N
A
V
I

目的地　伊賀八幡宮、模擬合戦� 目的地　くらがり渓谷、かおれ渓谷�

はら�

●�北
岡
崎
駅
�

R1

岡崎公園�模擬合戦� 殿橋�

八帖�

伊賀八幡宮� 伊賀橋北�

伊賀町� 石神橋北�

●�

月秋�

額田町役場�

至本宿�

県道35号�

県道37号�

かおれ�
渓谷�R

4
7
3

くらがり渓谷�

県
道
3
3
4
号
�

R
2
4
8

▲
�

▲
�

くらがり渓谷マス釣り�くらがり渓谷マス釣り�
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情報�
あらかると�

２月の事故・犯罪状況�

２月の火災・救急件数�

事
故�

件数（人数）�累計【１～２月】�

死　亡�

重　傷�

軽　傷�

物　損�

０�

０�

２１�

７８�

０�

 ０�

４５�

１９２�

（０）�

（０）�

（２４）�

（０）�

（０）�

（５０）�

犯
罪�

件数� 累計【１～２月】�

侵入盗�

車両盗�

そのほか�

合　計�

５�

８�

２９�

４２�

１１�

１５�

５１�

７７�

火
災�

件数� 累計【１～２月】�

建　物�

林　野�

そのほか�

合　計�

今月の税金と料金納付�

○固定資産税�
○軽自動車税�
○国民年金保険料�
○保育料�
○し尿くみ取り手数料�
�

＊納入期限�

○国民年金保険料�
＊納入期限�

…………………１期分�
…………………全  期�

……………４月分�
………………………４月分�

�
…………………………１・２・３月分�

………………５月１日（火）�
…………前　納�

………………４月２７日（金）�

０�

０�

５�

５�

２�

０�

５�

７�

救
急�

件数� 累計【１～２月】�

急　病�

交　通�

そのほか�

合　計 

４２�

１８�

２２�

８２�

（７）�

（１０１）�

（３９）�

（１９２）�

イベント�

便利な口座振替の利用を！�
（申請は税務課または町内金融機関で）�

対象　保育園にあがるまでの乳幼児とその親�
参加費　無料�
申込み　当日会場へお越しください。�
そのほか　時間は各園とも午前１０時から１１時までです／保育園行事などにより、
日にち、内容を変更することもあります。�

問合せ　子育て支援センター　q６２ー８３３３�

中学生以下を対象に�
プールを無料開放します�
�

　「こどもの日」にちなみ、町民プール

を無料開放します。�

とき　5月3日(木)～5日(土)�

対象者　中学生以下　＊町内・町外は

問いません。�

利用方法　無料開放期間中、来場され

た中学生以下のかたに、受け付けで

当日の入場券をお渡しします。�

注意事項　日常、オムツを使用している

乳幼児は、入場できません／小学3年

生以下のお子さんは、保護者（１８歳

以上）の付き添いが必要です（付き添

いできる人数は、保護者1人につき2

人までです）／保護者は、入場料金（大

人1人５００円／回）が必要です／無料

開放時は、多くの入場者が予想され

るため、入場制限を行う場合がありま

す。�

問合せ　町民プール　q５６－８１１１�

�

今月の老人福祉センター行事�
�

日程　4月3日(火)　民踊さつき会／１１

日(水)　民踊かえで会／１７日(火)　

やよいショー／１８日(水)　民踊さざ

波会／２０日(金)　詩吟吟城流／２４日

（火）　せん茶の会／２５日(水)　琴遠

望峰の会／5月1日(火)　民踊つばき

会／2日(水)　日舞ぐりんぴーす�

時間　芸能は午後1時～2時、せん茶の

会は午前１０時～正午�

問合せ　老人福祉センター�

　q６２ー７２２４�

会場�
対象
の�
地域�
�
5月�
6月�
7月�
8月�
9月�
１０月�
１１月
１２月
1月
2月
3月�

わしだ保育園�
長嶺、久保田、
坂崎、大草、高
力、鷲田、新田�
�
1日（火）�
5日（火）�
3日（火）�
4日（土）�
4日（火）�
2日（火）�
6日（火）�
4日（火）�
8日（火）�
5日（火）�
5日（火）�

菱池保育園�
岩堀、横落、　
荻、芦谷、幸田�
�
�
8日（火）�
１２日（火）�
１０日（火）�
�
１１日（火）�
9日（火）�
１３日（火）�
１１日（火）�
１５日（火）�
１２日（火）�
１２日（火）�

上六栗保育園�
里、市場、海谷、
逆川、野場、永野、
須美、六栗、上六
栗、桐山�
１５日（火）�
１９日（火）�
１７日（火）�
�
１８日（火）�
１６日（火）�
２０日（火）�
１８日（火）�
２２日（火）�
１９日（火）�
１９日（火）�

内　容�
�
�
�
�
おもちゃであそぼう�
新聞紙であそぼう�
作ってあそぼう　パート1�
保育園のプールであそぼう�
スタンプであそぼう�
作ってあそぼう　パート2�
体を動かしてあそぼう�
クリスマスに向けて�
作ってあそぼう　パート3�
小麦粉粘土であそぼう�
お話でてこい�

町全域を対象に募集（深溝保育園）�

くらがり渓谷マス釣り�
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4月から祝日も開館します�

インターネットサービスを�
ご利用されましたか�

図書館クイズに挑戦�

｢ミカ！｣�

「ＢＯＮＳＡＩ」�

　山野草は、派手な
雰囲気はありませんが、
なぜか心ひかれます。
つつましく咲く花や
草を集めて、自然の
景色を小さな鉢の
中に表現してみませ
んか（山口まり）�

          今日からできるティッシュアー
ト（北郷都）／春画（椎名誠）／銀行大
統合（高杉良）�

一　般�

「まめうしのおかあさん」�

　まめつぶくらいのち
いさいこうしのまめう
しくん。図書館に「ま
めうしシリーズ」の本
が6冊そろいました。ぜ
ひ読んでみてください。�
（あきやまただし）�

         もものすけのおさんぽ(あらいり
ょうじ)／はなまる日曜日(八束澄子)／
みんななにがすき(沢野ひとし)

児　童�

「ガチャピン･ムックのうごく百科｣�
なんだろな１　動物のあかちゃん�

　動物の赤ちゃん
がせいぞろい。クイ
ズ「なんだろな？」
もあります。２巻か
ら４巻もたくさんの
動物たちが登場し
ます。(ポニーキャニ
オン)

        手話入門(ポニーキャニオン)／
夢のクレヨン王国（キング　レコード）�
視聴覚�

だんご虫の会�
わくわくの会�
ぐ り  ぐ ら�
いちもくさん�

4月14日（土）�
4月20日（金）�
4月22日（日）�
5月10日（木）�

梟の森�梟の森�梟の森�

坂崎小4年�
大須賀　理恵さん�

   男みたいなミカ。自分と双子のコ

ウスケの悪口を言われると、すぐ

クラスメートとけんかしてばかり。

でも、なんだかコウスケをかばっ

ているように見えたよ。やっぱり、

兄弟は血がつながっているだけで

はないと思いました。�

�

伊藤たかみ著�
　理論社�

□幸田文化協会「春の文化展」�

　陶芸　　４月10日(火)～15日(日)�

　着付　　４月17日(火)～22日(日)�

　書道　　４月24日(火)～29日(日)�

　茶華道　５月 ５日(土) ・ ６日(日)�

　写真　　５月 ８日(火)～13日(日)

図書館ガイド�図書館ガイド�

図書館イベント�図書館イベント�

新着図書・ビデオ�新着図書・ビデオ�

この本読みました�この本読みました�

幸田町立図書館　　 ６３－０００１�

△
�

△
�

△
�

午前10：30～�
午前10：30～�
午前10：30～�
午前10：30～�

　図書館や本に関するクイズを１０
問出します。クイズに答えて賞品を
ゲットしよう。�
とき　4月２９日(日)～5月１３日(日)�
ところ　図書館１階フロア�
対象　小学１～６年生                   �
そのほか　全問正解者の中から、
　抽選で２０人に賞品を差し上げます。�

　図書館では、4月から祝日
を開館します。これに伴い、今
まで必ず休館だった月曜日も、
祝日（振替休日を含む）と重
なる場合は開館します。この
場合、翌日の火曜日が休館に
なります｡詳しくは、図書館カ
レンダーをご覧ください。�

　図書館・町民会館・町民プールの情報を掲載していますの
で、ご利用ください。なお、ホームページに対してお気づき
の点などありましたらご意見をお寄せください。�

ハッピネス・ヒル・幸田 ホームページアドレス�

http://www.happiness.kota.aichi.jp

館内入口のインフォメーションディスプレイ�
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4月�

4
APRIL

CONTENTS
特集1　平成13年の　　　　　�

施政方針と予算�
……  2�

�

情報トピックス�
環境だより�
学校へ行こう　深溝小�
小学生画伯登場　幸田小�
みんなの広場�
まちかどフォトニュース�
健康あらかると�
情報あらかると�
梟の森�

…………………10�
………………………14�

…………15�
………15�

……………………16�
………18�

…………………20�
…………………24�

……………………………30

人口【13.3.1】�

総人口�

内男�

　女�

世帯数�

�

出　生�

死　亡�

転　入�

転　出�

33,180人（前月比－50人）�

16,670人�

16,510人�

10,214戸（前月比－15）�

�

26人（男12人　女14人）�

21人（男13人　女  8人）�

84人（男42人　女42人）�

139人（男73人　女66人）�

2月中異動�

●●あいさつ運動　標語●●�

幸田町生涯学習推進本部�
「ありがとうと その場で言える 感謝の気持ち」�

くらしのカレンダー�

休館日・粗大ごみ収集日� 粗大ごみ収集日：●自己搬入受付日、○委託申込み受付日�

2001／4／16～5／15

5
MAY

4/16～5/15�

町民会館（q63-1111）�

図書館（q63-0111）�

町民プール（q56-8111）�

粗大ごみ（q62-8158）�
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わくわくあそびランド（わしだ保 １０：００）�

�

憲法記念日�

プール無料開放（～５日、町民プール）�

国民の休日�

こどもの日 �

�

�

町長対話サロン（役場１階サロン １０：００）�

わくわくあそびランド（菱池保 １０：００）�

3B体操開講（六栗公民館 １０：００）�

法律相談（役場３０１ １３：００）�
親子ふれあいひろば「パンダグループ」開講�
 （さくら会館 １０：３０）�

中国気功入門講座開講（坂崎公民館 １３：３０）�

親子ふれあいひろば「コアラグループ」開講  �
（さくら会館 １０：３０）�

漢字検定講座開講（さくら会館 １０：００）�
歴史と文学講座開講（さくら会館 １３：３０）�

�

�

わくわくあそびランド（上六保 １０：００） 

1�

2�

3�

�

4�

5�

6�

7�

8�

�

9�

10�

�

�

�

11�

�

12�

�

13�

14�

15

（火）�

（水）�

（木）�

�

（金）�

（土）�

（日）�

（月）�

（火）�

�

（水）�

（木）�

�

�

�

（金）�

�

（土）�

�

（日）�

（月）�
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�

行政相談（福祉サービスセ 9：００）�

�

 �

�

�

�

町長対話サロン（役場１階サロン １０：００）�

�

�

緑化木無料配布（役場玄関前 9：００）�

�

みどりの日�

振替休日�
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毎月第２・４火曜日（午前１０時～正午）に町長対話サロンを開催。町長と直接話ができます。�

広報こうた●２００１（H１３）.４.１３１



古紙配合率100％再生紙を使用�

毎月１日発行　  発行・幸田町　編集・総務部企画情報課�

〒４４４-０１９２　愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林１番地１　q〈０５６４〉６２-１１１１�

幸田町ホームページ　http://www.town.kota.aichi.jp  Eメール  kota@town.kota.aichi.jp2001.4

広�報�

戸籍謄抄本・住民票・印鑑証明・身元証明など各種証明書の交付。ただし、届け出や登録に関する
申請事務は除きます。�
幸田町役場1階　住民児童課戸籍住民係�

・応対業務…�
�
・対応窓口…�
・平成１３年9月までの5か月間を試行期間とします。ご利用ください。�

５月から夜間窓口サービス開始（毎週金曜日、午後7時まで　※祝日除く）�５月から夜間窓口サービス開始（毎週金曜日、午後7時まで　※祝日除く）�

期間／平成１３年４月１日（日）�
　　　　　　　　　　　～４月１５日（日）�
会場／幸田文化公園�
主催／幸田主催／幸田しだれ桜だれ桜まつり実行委員会　後援／幸田町観光協会実行委員会　後援／幸田町観光協会・幸田文化協会幸田文化協会・中日新聞社新聞社�

まつり期間中の行事予定
●茶席　4月6日～9日、11日～15日

●琴　4月7日(土)

●和太鼓　4月8日(日)

●民謡・歌謡　4月14日(土)

●大正琴　4月15日(日)

●こどもビンゴ大会　4月8日(日)、15日(日)

　(小学生以下、各日先着50人　午後1時開始)

＊開催時間は催しにより異なります。

●写真・短歌・俳句・ちぎり絵展示

●写真・短歌・俳句コンクール

幸田しだれ桜まつり実行委員会　0564ー62ー1111(内線243)

幸田町文化公園　さくら会館　0564ー62ー7080
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期間／平成１３年４月１日（日）�
　　　　　　　　　　　～４月１５日（日）�
会場／幸田文化公園�

R２４８�
幸
田
駅�

主催／幸田しだれ桜まつり実行委員会　後援／幸田町観光協会・幸田文化協会・中日新聞社�
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